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2011年度の事業概要

本年度は9件の開発事業にかかる発掘・整理作

業を受託し、速報展等の自主事業を行った。

発掘作業のうち、調査の対象となった遺跡は

19ケ所、総面積 74,401出で、継続事業の中部横

断自動車道関連事業、三遠南信自動車道関連事業

のほかに本年度から新たに野尻バイパス関連事業

および県道関連事業により 5遺跡の発掘作業に着

手した。また、 24遺跡の整理作業を進め報告書5

冊を刊行した。事業費総額は 661,680千円（対前

年度比 ll8%）である。

以下、発掘作業・整理作業の成果を時代ごとに

概観してみよう。

・旧石器時代 姶良丹沢火山灰降灰以前、 25,000

年をさかのぼる石器群が高尾A遺跡（佐久市）か

ら発見された。台形石器を主体とする黒曜石製の

石器群である。佐久市教育委員会がかつて調査し

た同時期の遺跡として立科F遺跡が南西4kmの

ところに所在するが、この遺跡の黒曜石は和田峠

や星ヶ塔産であるのに対し、肉眼観察ではあるが、

高尾A遺跡の黒曜石は八ヶ岳産であるようで、当

時の黒曜石流通を考える上で貴重な発見となった0

・縄文時代小山の神B遺跡（佐久市）は、やせ

尾根に立地する縄文時代前期の集落跡である。 14

軒検出された竪穴住居跡のうち 9軒は約 6,500年前

の前期初頭、 5軒は約 5,500年前の前期後半（諸磯

c式期）と集落が営まれたのは 2時期に分かれる。

周辺では後沢遺跡、榛名平遺跡で前期竪穴住居跡

が確認されているが、前期中葉期の遺跡で、本遺跡

とは時期がずれる。萎科東麓の縄文前期集落の形成

を理解する上で貴重な資料を調査することができた0

・弥生時代 南大原遺跡（中野市）は旧千曲川河

道を挟んで弥生時代中期の大集落と推定される栗林

遺跡と対峠する。今回の調査は県道改良のため調査

面積が狭かったが、中期後半期の竪穴住居跡、掘

立柱建物跡、大量の遺物が出土した大溝を調査した。

和田遺跡（佐久市）では後期末～古墳時代初頭

期の竪穴住居跡を 4軒検出した。標高約 750m、

痩せ尾根中腹に立地する集落である。

・古墳時代 浅川扇状地遺跡群（長野市）では前

期の竪穴住居跡を 7軒調査した。竪穴住居跡はそ

れぞれ一辺7mほどあり、比較的大きい。遺物量

も多く、東海系や北陸系の土器も検出された。

鬼釜古墳（飯田市）は、明治年間に馬具や太万、

須恵器堤瓶などが出土していたもののその後の土取

りなどにより、石室の石が寄せられるなど正確な所

在が不明で、あったが、今回の調査で石室部の残骸、

周溝が確認された。特筆されることは周溝から馬の

埋葬土坑が検出されたことである。土坑内からは馬

具（鞍金具2点、雲珠l点）が出土したため、埋葬

土坑と判断した。馬の埋葬土坑は飯田市域でも天竜

川以西に限られており、天竜川以東では初めて確認

された。また埋葬土坑の多くは5世紀代の古墳に伴

うものだが、鬼釜古墳は出土遺物から 6世紀代と考

えられ、分布・時期ともに従来の飯田市域の馬埋葬

事例に新たな資料を提供することとなった。

．古代 浅川扇状地遺跡群で平安時代の竪穴住居

跡55軒を発掘した。円面硯や帯金具など一般的

な集落ではあまりみられない遺物が発見された。

特に円面硯は硯の側面に筆立て用の筒を付した

「筆立て付円面硯」で、類例は県内にはなく全国

でも 12例ほどの希少な資料である。

硯について、周防畑遺跡群（佐久市）において

も整理作業中に「獣脚風字硯」と呼称すべき須恵

器製の硯が発見された。風字硯に獣脚がついたも

ので類例が今のところなく、佐久地方で独特の硯

を製造したとも考えられ、興味深い資料である。

．中近世 浅川扇状地遺跡群では中世の堀跡、井

戸跡、墓跡を検出した。堀跡の規模は検出面で幅

約 3m、深さ 1.5mを測り、土橋をもち、調査区

内で L字に曲がり居館町、の堀の一部と考えられ

る。当地は高野氏館跡（桐原要害）の推定地にあ

たる。今年度の調査区では堀で固まれた区域での

遺構は確認できなかったが、次年度以降の調査区

に期待が寄せられる。

和田 l号墳（佐久市）は古墳として登録されて

いたが、発掘の結果、埋葬施設はなく、近世末以

降の塚であることが判明した。
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1I 発掘調査の概要

遺跡名 所在地 事業名 面積ぱ 調査期間 時代・内容 主な遺物

み南省みお大おは原ら 県道三水中野 4月20日～ 弥生時代竪穴住居跡、掘立柱
縄文時代土器。弥生時代：土

線
1,943 

7月15日 建物跡、土坑。
器、石器、麿製石銀、打製刃器、

中野市
磨製石斧。

琵ぴ琶わ島じま 県道豊田中野
5,350 

7月20日～
中世以降：掘立柱建物跡、土坑。

縄文～古墳時代：土器。縄文～

線 12月12日 弥生時代叩き石。近世陶磁器。

古墳～奈良・平安時代：竪穴住
弥生時代土器、石器。古墳時代：

あ浅さか川わぜ扇ん状じaろ地ち 県道高田若槻 4月12日～ 居跡。古代～中世溝跡、井戸跡。
土器、管玉。古代：土器、灰紬

長野市
線

3600 
11月30日 中世：場跡、墓。古墳時代～中世

陶器、円面硯、砥石、獣骨、帯

金具。中世陶磁器、石鉢、銭貸、
土坑。

人骨、獣骨。

お大おみ道ち下した
510 

8月1日～
時期不明土坑。 縄文時代土器ほか。

9月30日

信濃町 野尻バイパス
清しみ水ずひ東がL

630 
8月1日～

なし なし
9月30日

縄文時代竪穴住居跡、土坑墓、
縄文時代．土器、石器、土｛問、

お鬼にが釜ま ・
土坑。古墳時代： 1貧墓、馬の埋

有孔磨製石斧。古墳時代土器、
4月23日～ 葬士坑。平安時代：竪穴住居跡、

お鬼にが釜ま古ニふ墳ん 16300 12月19日 掘立柱建物跡、土坑。中世：竪
勾玉、管玉、臼玉、耳環、馬具、

鉄録。平安時代土器。中世
飯田市 飯喬道路 穴建物跡、溝跡、。中世以降：掘

陶磁器。
立柱建物跡、土坑。

風張
620 

9月27日～ 古代竪穴住居跡。中近世：堀
14680 古代、中近世土器、陶磁器。

（確認）
12月19日 立柱建物跡。

北裏 1.900 
7月7日～

時期不明 i茸跡。 縄文時代～中世：土器、石器、

8月26日 陶磁器。

縄文時代竪穴住居跡、フラス 縄文時代．土器、石＊＇ o 弥生時代

小こや山まのか神みB 
2900 

8月2日～ コ状土坑、焼土跡。弥生時代～ 土器、石器、石鍬。古代土器。

12月21日 近世：溝跡。縄文時代～近世 中近世：陶磁器、銭貸、キセル、

土坑。 鉄津。

た高か尾お A 
1500 

4月5日～ 旧石器時代：ブロック。縄文時代：
旧石器時代：台形石器、貝殻状

3,050 
8月29日 竪穴状遺構。時期不明：小土坑。

刃器、掻器状刃器、削器。縄文

（確認） 時代～中世：土器、石器、銭貨。

地家 28 
11月7日～

なし なし
11月22日

か兜」批や山ま
340 

10月4日～
古墳時代：墳墓。

縄文時代土器、打製石斧。古

12月21日 墳時代～古代：須；容器。

大おお沢さわ屋や敷しき 佐久市
1.880 

9月12日～
縄文時代：円形土坑列、土坑。

縄文時代：土器、石器。中世：
中部横断自動 11月28日 銭貨。

車道
前まえの久〈保ぼ

5,910 
4月5日～ 弥生時代竪穴住居跡、溝跡。 縄文時代～中世土器、石器、

7月27日 時期不明：土坑、焼土跡。 陶磁器。

三書ん枚まいび平らB 
900 

7月12日～
なし なし

8月26日

たi竜き さわ 1.500 8月29日～ 縄文時代、古代、中世土器、石器、ノ沢
（確認） 11月28日

なし
陶磁器。

和わ田だ 和わ田だ
4月5日～

弥生時代：竪穴住居跡。時期不 縄文～古墳時代：土器。近世末～：

いちこ’うふ墳ん 10.000 
9月30日

明・竪穴状遺構、土坑。近世以降 陶磁器。縄文～弥生時代・石器。
ーす口

塚。 中近世銭貨。

滝
5月19日～ 古噴時代～古代竪穴住居跡、

縄文時代：土器、石器。古墳時

710 
8月 17日 焼土跡。縄文時代～古代土坑。

代：土器、砥石。古代：須恵器、

土師器。

小こや山ま寺てら窪(It 
佐久穂町 150 

4月5日～
古代～中世土坑、溝跡。 縄文～弥生時代土器。

4月2渇日
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(1）南大原遺跡

（県道三水中野線関連）

所在地友び交通案内：中野市上今井字南大原。上

信越自動車道中野ICから北西約 0.3km。

遺跡の立地環境：旧千曲川左岸に発達した沖積地

上に立地し、調査地点は現千曲川にかかる上今

井橋のたもと付近（大俣バス停隣接地）である。 出土遺物

なお、千曲川は明治3年に現在の位置に開削さ

れた。遺跡形成時の立地は著しい曲流部のある

舌状地形上で、遺跡が比較的広範に及んでいた

と考えられる。

発掘期間等

調査期間

23.4.20～7.15 

調査面積 調査担当者

1.943ぱ ｜町田勝則前田一也

検出遺構

遺構の種類 数 時期

竪穴住居跡 4 弥生中期後半（栗林式期）

掘立柱建物跡 8 弥生中期後半（栗林式期）

溝跡 2 弥生中期後半（栗林式期）

土坑 62 弥生中期後半主体

旧千曲川左岸に営まれた弥生時代中期の集落遺跡

発掘調査は、過去3回（昭和 25年・32年・54年）

実施されている。弥生時代の遺構は、 32年に「V

字状」の溝跡を、 54年に竪穴住居跡3軒が確認

されている。今回の調査成果を加えると、大溝 l

本と竪穴住居跡7軒の集落遺跡となる。

これら調査対象地は、遺跡範囲の南東端で極め

て狭小な範囲に限られていることから、弥生時代

の集落の規模が、より大きなものであった可能性

がある。遺跡の旧千曲川対岸には、県史跡として

著名な栗林遺跡があるだけに、今後の考古学的追

究は必須である。

遺物の種類 時期・内容

土器 縄文前期前葉、弥生中期後半

石器
弥生中期後半（打製石鍛、磨製石鍛、打製

刃器、磨石、凹石、敵石、台石、磨製石斧）

種子 弥生（モモ？l点）

骨片・炭化物 弥生を主体

遺構・遺物の特色

遺跡は栗林式土器（約 2,000年前）の時期で、

弥生時代中期後半である。竪穴住居跡には円形と

隅丸方形の 2つのタイプがあるが、調査時点で、

その違いの要因をつかめていなしミ。今後、住居跡

内から出土した遺物の詳細な検討が必要である。

大溝は、昭和 54年調査の 3軒と今回の4軒の

住居跡を隔てるように存在する。貯水や流水の痕

跡は埋没土から認められない。環壕のような施設

であるのか、その性格については不明である。 3

区及び5区の調査をまって評価したい。

出土遺物は弥生土器が主体で、石器がごく微量、

金属製品の出土はない。

今後の発掘調査予定

今回の開発事業で記録保存の対象となった発掘

調査地は約 3.300ばであり、これを便宜的に 5つ

の地区にわけた。

平成 23年度は l区と 2区、 4区の約 2,000ぱを

調査し、次年度以降に 3区及び5区の約 1.300rrl

を実施する予定である。

円。



(2）琵琶島遺跡

（県道豊田中野線関連）

所在地及び交通案内：中野市豊津字大日影。上信

越自動車道中野ICから北西約 2.0km。

遺跡の立地環境：千曲川左岸に発達した河岸段丘

上に立地する。調査地点は千曲川に強く張り出

した段丘上にある。 出土遺物

発掘期間等 ｜遺物の種類 時期・内容

調査期間 ｜調査面積｜ 調査担当者

23.7.20～ i2.i2 I 5.35orr1 ｜町田勝則前田一也

検出遺構

遺構の種類 数 時期

掘立柱建物跡 15 中世以降の可能性高い

土坑 262 向上

その他不明遺構 7 時期不明

千曲川下流の左岸域に営まれた

中世以降を中心とする居住跡

平成 22年度中野市教育委員会の範囲確認調査

により、これまで周知された琵琶島遺跡（滝脇地

籍）の遺跡範囲を北側の大日影地籍まで拡大する

ことになった。

この調査で、弥生時代の住居跡及び古代から中

世と考えられる時期の柱穴が発見された。出土遺

物はコンテナ 5箱分が得られている。

今回の調査では弥生時代集落跡の発見に期待が

寄せられたが、調査地の旧表土の大部分が近世以

降と推測される水田耕地化に伴い削平されていた。

このため、柱穴状の遺構を地表下40cmほどで

多数検出したが、出土遺物は少なかった。柱穴状

の遺構は規模や配列等から掘立柱建物跡を想定

し、 15棟を調査している。建物跡は 2間× 2聞

の総柱式、 1間× 2間の側柱式等であるが、伴出

遺物がなく時期の特定には至っていない。

土器

石器

縄文中期、弥生中期後半、古墳前期、近世

縄文～弥生（敵石、砥石など）

水田客土下から、弥生時代中期から近世の遺物

が出土しているため、建物跡はこの間に帰属する

可能性が高いが、規模や柱聞からみて中世以降に

所属する建物が主であると考えられる。

所属時期については、次年度以降の調査の中で、

さらに追究していく必要がある。

遺構・遺物の特色

遺物は表土及び水田客土下から出土している。

遺構に伴出する例や遺構の所属時期を判定できる

資料には欠けている。

遺物の時期では、縄文時代中期前半の深鉢形土

器の小破片、弥生時代中期後半の壷形や斐形土器

破片、古墳時代前期前半の高杯形土器破片、近世

末期の陶磁器茶碗の小破片がある。

今後の発掘調査予定

今回、県道豊田中野線の道路建設予定地で記

録保存の対象となった発掘調査地は約 20,000凶

ある。これを大まかに 3つの地区にわけ、平成

23年度は西区の約 5,400ぱを調査した。次年度以

降は、千曲川沿いの東区及び山側の南区との約

16,000出を調査する予定である。
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(3）浅川扇状地遺跡群

（県道高田若槻線関連）

所在地及び交通案内 ・長野市桐原ほか。長野電鉄

桐原駅から東約 200m。

遺跡の立地環境 ：飯綱山を水源とする浅川によっ

て形成された扇状地上に立地する。

発掘期間等

調査期間

23.4.12～ 1 1.30 

検出遺構

遺構の種類

竪穴住居跡

堀助、

墓

i茸跡

井戸助、

土坑

調査面積 調査担当者

3.600m 
同香子 LJrU守亮一

大津泰智

数 時期

64 古墳、古代

1 rlr jli: 

3 「jrjH:

4 古代～中世

2 ii代～巾世

163 古士民～中世

鈴木II'¥犬

調査地は善光寺平 （長野盆地）北部に位置し、

浅川扇状地遺跡群として周知されている。遺跡群

内ではこれまでに、弥生時代後期初頭の「吉｜五式

土器」の標式遺跡である吉田高校グラウン ド遺跡

や、縄文時代中期 ・弥生時代中期～古墳時代後期
まゆみだ

の集落跡である檀田遺跡、奈良から平安時代の集

落跡、である桐原宮西遺跡などが長野市教育委員会

によって発掘調査がなされてきた。

また、平成 22年度には今年度の調査地西側に

あたる桐原宮北遺跡でも長野市教育委員会により

発掘調査が実施された。この調査では、弥生時代

後期から古墳時代前期の墓跡、古墳時代後期から

平安時代の住居跡などが確認され、縄文時代から

中世の遺物が採集されている。

今年度は、事業地内の長野電鉄線南側にあたる
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図 4 浅川扇状地遺跡群の位置 （1

出土遺物

遺物の種類 時期内容

土器 ・陶磁器 弥生r-i-r・後期、古地T]IJjl河、古代 （土師器、

須恵器、 j火紬陶器）、ljI lit （青磁、かわ らけ）

I 市どてlj口nrr 平安 （；i'1：玉）

l11i,i. 1-1製品 弥生（打製石斧、手lj川）、古墳（管玉）、平

安 （低イ， ）、中世 （むを本）

,1主干印喝＊刷に1,t1, 平安 （帯金具、鉄族、鎌ほか）、中世 （銭貨）

,Lけょ土 古代（1'!kt~· ） 、中世 （人廿、獣骨）

桐原地区で調査を行った。予想、された古墳時代か

ら平安時代の集落跡に加えて、中世の墓跡や井戸

跡・堀跡等を確認した。以下、時代ごとに主な遺

構の概要を記す。

古墳時代の集落跡

古墳時代の竪穴住居跡は 9軒砕’認され、出土し

た土器から古墳時代前期に所属する。住居跡は 2

区とした南側調査区から主に検出されているが、

図 5 1区 （北側調査区）全景 南から



東西の調査地境にかかる住居跡も確認されてお

り、居住域はさらに調査地外に続し、ていると推測

される。確認された竪穴住居跡は、一辺が7m程

の方形で、いずれも建物の向きが西側に傾いてい

る。

遺物は住居内に堆積した埋土や床面から、多く

の土器片が出土している。特に SB56とした竪穴

住居跡の壁際には、完形の棄が床面に口縁部が出

る状態で正位に埋められている。遺物の多くは在

地の土器であるが、中には北陸地方や東海地方の

影響を受けた土器も認められた。

図 6

， 
．．． 生

住居内に埋めら れていた蓬

奈良 ・平安時代の集落跡

奈良 ・平安時代の遺構は、竪穴住居跡 55軒、

井戸跡 1基などが検出されている。住居跡の多く

は平安時代前期に所属し、調査地の全域で確認さ

れ、遺構が重複した状態でみつかっている。

調査地中央付近では、住居跡がやや疎となる。

調査地内は工場地としてかなりの部分が削平され

ていて、後世の開発によって遺構が消失してし

まった可能性も考えられる。

また、調査区境にかかる住居跡が確認され、居

住域は調査区外へと続き 、集落がさらに広がりを

もっと考えられる。確認された住居跡は一辺が

5m程と、古墳時代の住居跡に比べるとノト形で、

建物の向きはほぼ南北方向にそろっている。

多くの住居跡が重複し、カマドの位置を確認で

きた住居跡は少なし、。確認することができた住居

跡では、そのほとんどが北壁中央付近に設けられ

ていた。

図7 支脚の上に士不が逆イ立にのせられていたカマド

遺物は、カマドやその周辺から多 くの土器が出

土している。土器の多くは一般的な集落で、使われ

る斐や杯などであるが、円面硯や帯金具など、 一

般的な集落では、あまりみられない遺物がみつ

かった。このことから、調査地周辺に役所が存在

していた可能性も考えられる。

中世の居館跡

中世の遺構としては、堀跡 l条 ・井戸跡 l基 ・

墓跡3基などが検出されている。

2区とした南側の調査区で検出された堀跡は、

調査区西寄りで南北方向に直線的に延び、調査区

北f~IJ で、東西方向へ延びていることが確認された。

堀跡の規模は幅約 3m深さ約 l.5mである。西辺

の南寄り には｜幅約 2mの範囲で堀が途切れる場所

があり 、敷地への出入口となる土橋と考えられる。

なお、堀で固まれた区域では、掘立柱建物跡な

どの遺構は確認されず、直径約 2mの井戸跡が l

基検出された。調査区の東側には、中世の武士の

居館として高野氏館跡（桐原要害） の推定地があ

り、発見された堀跡が居館をとり囲む堀であった

と考えられる。

l区とした北側調査区にある墓跡は、頭を北に

して手や足を折り曲げた姿勢で人が埋葬されてい

た。その内、2基は人骨の保存状態が良好で、茂原

信生氏（目立大学法人京都大学名誉教授）に鑑定

していただいた。SMlの被葬者は男性、SM2の

被葬者が女性で、いずれも高齢であることなどが

分かった。

遺物は、堀跡や井戸跡の埋土から 13世紀後半
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（鎌倉時代）のかわらけ （土師質土器）や青磁 ・

白磁の破片、銭貨などが出土している。

今年度の調査では、 古墳時代の初めのころから

調査地に大規模な集落が営まれ、巾世には武士の

館跡の一部として利用されていたことが分かつて

きた。

来年度以降、調査が継続 し、調査地周辺に存在

したといわれている 「牧」に関係する遺構や、今

年度には確認されなかった縄文H寺代や弥生時代の

遺構等、新たな発見が期待される。

図9 堀跡全景
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図8 墓跡 （手前 SM1 奥 SM2) 



(4）大道下遺跡

清水東遺跡

（一般国道 18号野尻バイパス改築工事）

大道下遺跡

所在地及び交通案内 ・信濃町大字穂波。JR古問

駅から西南西へ約 l.2kmo 図 10 大道下遺跡、清水東遺跡の位置 (1 50,000戸｜詰）

遺跡の立地環境：野尻湖遺跡群の南端、鍋山北西 清水東遺跡

側の湧水地を中心とした正陵斜面。 所在地及び交通案内： 信濃町大字古問。JR古間

調査期間 ｜調査面積｜ 調査担当者

23.8.1～ 9.3o I 510111 ！谷和隆市川桂了

検出遺構・出土遺物

遺構の種類 数 時期

土坑 2 不明

遺物の種類 時期 ー内容

土器 縄文、 平安

調査区は国道 18号の東側拡幅部にあたり、 111百

l.4m～ 4.5mほどの狭い範囲である。調査区の狭

い箇所には、人力による lm× 2mの坪掘 りを 5

か所に入れた。比較的広い範囲は、重機によりロー

ム層上面まで表土を剥ぎ取り、両的調査を行い、

さらに下位の確認のため lm× 2mの坪掘りを 8

か所に入れた。調査区は駐車場として利用されて

いたため、 l二｜ごl央付近が黄褐色のローム層 （N層）

上部まで、駐車場造成により削平されていた。調

査区南部および北部は黒色土 （Il層：柏原黒色火

山灰層）から、縄文土器の無文部、平安時代の土

師器片と須恵器片が出土した。

検出された遺構は、 土坑のみである。このうち

土坑 l基は形状 ・規模から縄文時代の陥し穴の可

能性も考えられるが、出土遺物が無く、単独であ

ることから特定には至らなかった。もう l基の士

坑は柱穴状で時期は不明である。

今回の調査から国道西側で検出されていた縄文

時代の遺物の分布域や平安時代の集落域が国道東

側まで広がることが確認された。
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駅から酉へ約 llkmo 

遺跡の立地環境：野尻湖遺跡群の南端、鳥居川右

岸の段正上。

調査期閏 ｜調査面積｜ 調査担当者

23.8.1～ 9.30 I 

検出遺構．検出遺物

なし

調査区は国道18号の拡幅部で、幅約7mである。

調査区の北部と南部に国道と平行して 2本のトレ

ンチを設定し、ローム層上面まで掘削をおこなっ

た。さらに下位の確認のため人力で lm× 2mの

坪掘りを 12か所に入れた。その結果、調査区全

域でローム層の水成堆積が確認された。

調査区は遺跡の南部から北の鳥居川方向へ延び

る浅い谷部にあたる。遺跡の中心は調査区より北

側の微高地にあると予想され、今回の区域が遺跡、

の立地として水辺に近すぎ、遺構 ・遺物が検出さ

れなかったと考えられる。

図 11 大道下遺跡調査風景



(5）鬼釜遺跡・鬼釜古墳

（飯喬道路関連）

所在地及び交通案内： 飯田市上久堅。天竜川 （水

神橋）から東側に約 6kmo

遺跡の立地環境 ．玉川左岸の段正上。

発掘期間等

調査期間 ｜調査直積

23.4.23～ 12.19 16.300 lぜ

検出遺構

遺構の種類 数

竪穴住居跡 13粁

竪穴建物跡 2判

t府立柱建物助、 15材、

墳墓 l恭

墓坑 2基

陥し穴 l基

土坑 190基

講 3粂

土器集中 3器

調査担当者

河西克造 三木雅博

古賀弘一

時期

縄文 3、平安 10

中世

平安以降 l、中世以降 14

鬼釜古墳

縄文 1（土坑墓） 、古墳 1(,I.!ぅ
の埋葬土坑）

縄文 19、平安 6、中世以降

165 

中世 1、近世以降 2

縄文

自然堤防上に広がる集落と墓域

鬼釜遺跡は権現山 ・二本松山付近を水源とする

玉川によ って浸食された段正崖を北限とし、 東西

約 900m、南北約 250mに及ぶ。調査対象地 （飯

喬道路路線内）の地形は、この玉川に沿って東西

方向に延びる自然堤防と 、自然堤防背後（南側）

の低地、流路跡に分かれる。平成 21年度に流路

跡を調査し、今回は自然堤防部分と低地部分を対

象に調査を行った。

調査の結果、自然堤防上では、 縄文時代、 平安

時代、中世の各集落、古墳時代の墓域が確認され

図 12 鬼釜遺跡・鬼釜古墳の位置 （1 50.000時又）

出土遺物

遺物の種類 時期内容

縄文中期 （深鉢）、古墳 （斐魁 －高杯） 、

土器 －陶磁器 王子安（域）、中世 （青磁碗、瀬戸美i農産天

目茶碗）、近世以降 （碗 .Illl) 

｛［器
縄文 （:J:T製石斧、！於製石斧、横刃型石器、

石鍛、 J密石）

土製品 縄文 （二上偶）

1=i製 品
縄文 （干j孔磨製石斧）、古墳（竹1玉、勾玉、

臼玉）

青銅製品 古墳 （斗環）

z吋F、＊、1）口ロ口 古墳 （馬具、鉄鉱）

た。以下、特筆される遺構を紹介する。

縄文時代では、中期後半の深鉢の破片を重ねて

敷き並べた炉をもっ竪穴住居跡 （SB14、図 13）や、

中期後半の深鉢土器を遺体に被せたと考えられる

土坑墓（SK192、図 14）がある。

平安時代では、一辺が6mを超える規模で中央

北側 もしくは東側にカマ ドをもっ前半頃と、 一辺

図 13 SB14 土器敷炉
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図 15 壁際に柱穴がめぐる竪穴建物跡（SB04)

約 4.5m規模で、東隅にカマドをもっ後期の竪穴

住居跡とが確認された。両者とも床面直上に多量

の炭化材 ・焼土が分布する住居跡があり 、焼失住

居の可能性がある。

中世以降では、竪穴建物跡と掘立柱建物跡が自

然堤防ほほ全域にわたって分布する。

竪穴建物跡は一辺約 2.5mの正方形、壁際に柱

穴がめぐる構造で （図 15）、出土陶磁器と埋土、

他遺構との重複関係から中世に比定される。中央

やや西側に被熱した炉跡が存在し、小規模である

ことから、何らかの作業場とも推側される。

掘立柱建物跡は出土遺物がなく 、時期を特定で

きないが、柱穴の埋土の観察から中世に帰属する

ものと推定している。なお、建物跡は同一地点で

重複もしくは近接する状況が確認された。

約 120年ぶりに発見された鬼釜古墳

いままで、鬼釜古墳の正確な位置は不明で、調

査区に隣接する久堅神社内に古墳の石室に使われ

図 16 鬼釜遺跡・鬼釜古墳 全景

ハU
寸

i



たと伝承される石 （天井石と側壁石もしくは奥壁

石）があり 、同地に古墳が存在するとされていた。

鬼釜古墳は明治 25年頃発掘されていたが、発掘

場所は不明で、須恵器の堤瓶と馬具などの出土遺

物から 6世紀の古墳と推定されていた。

今回の調査では、久堅神社の一部と隣接する場

所から周溝が確認された。周溝は、直径約 20m 

で円形にめぐり （口絵）、埋土から須恵器斐・曜、

土師器の高杯など6世紀の土器が出土した。明治

25年頃の調査成果と今回の出土土器が同山時期

と考えられるため、周溝を鬼釜古墳に伴うものと

判断した。

周溝の形状と久堅神社地に残る石室の石の規模

からすると、鬼釜古墳は6世紀の円墳で、 石実構

造は横穴式石室の可能性が推測される。鬼釜古墳

の正確な位置や規模・形状が今回の調査である程

度明らかになった。

さらに、周溝内では周溝の縁に沿うように長辺

1.95 m、短辺 l.lOmの長方形の土坑 （SK174、図

17）を検出した。SK174の底部付近からは、鉄製

の馬具（鞍金具 2点、雲珠 l点）が出土し（図

18）、馬の埋葬土坑と認識している。SK174の時期

は、 周溝と同時もしくは直後に掘削されたと考えら

れ、時期が周溝出土土器から 6世紀に比定される。

馬の埋葬土坑は、飯田市域で 28例が確認されて

いる。すべて天竜JII以西の遺跡から発見されてお

り、時期は 5世紀である。SK174は天竜川以東に

おいて初めての発見例で、 6世紀以降の事例として

も、高森町北林5号墳について2例日である。

SK174は古墳の被葬者を埋葬する際に馬を殉

葬した穴と推定している。この土坑の発見で、 6

世紀に上久堅地区で馬の生産 ・飼育が行われてい

た可能性が浮上した。下伊那地域における馬の生

産 ・供給体制の変遷を考えるうえでも貴重な発見

と言える。

鬼釜古墳の墳丘と石室は残っていなかった。石

室想定地では、明治期の発掘痕跡、と推測される穴

と、明治期の発掘以降に石室の石を抜き取る｜緊に

掘ったと推測される穴が確認された。これらの穴

の上部には、近世～近代の陶磁器や寛永通宝を含

図 17 馬の埋葬土坑（SK174)

図 18 SK174 馬具出土状況

図 19 SK174 出土鞍金具 X線写真

む盛士が堆積しており、盛土からは古墳時代後期

の土器とともに鬼釜古墳に副葬されていたと推定

される耳環 ・管玉.[Iと五・ガラス小半 ・鉄跡、が出

土している。

鬼釜r±Jt員の石室の入口部は、周溝が途切れてい

る南側、もしくは調査区外 （久堅神社地）である

西側に存在したものと推定される。
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(6）小山の神B遺跡

（中部横断自動車道関係）

所在地及び交通案内 ・佐久市小宮iJ-1布替戸 647ほ

か。県道 145号線小宮山入口から南西へ約 lkmo

遺跡の立地環境・ 琴科山麓から東に延びる尾根

の南東斜面 （小宮山川左岸）にあり、標高は

729m前後となる。

発掘期間等

I 調査期間 ｜謂査面積｜ 調査担当者

23.8. 2～ i221 I 2.9oorrf I烈引を内抗同市川佳子

検出遺構

遺構の種類 数 時期

竪穴住居跡 14 縄文 （前期初頭 9、r)li却］俊半 51

ヒ坑 128 
縄文～i!J:U± （うち、縄文前期ITT＇］＇蔵穴 （、フ

ラス コ状：I：坑含む）約 15)

ii1t助、 5 弥生～近jlJ:

焼土助、 l 縄文 （前！初）

葬科山麓の尾根に位置する集落跡、

琴科山の束北麓から幾重にも延びる尾根の一つ

に、遺跡は立地している。尾根の南東側は緩やか

に傾斜してお り、その 日当たりの良い斜面に、縄

文時代前期の集落が営まれていた（図 21、22）。

遺跡の北側は標高が 735mと最も 高 く、その先で

は浅間山が望める。調査区の北西と南東では標高

図 21 遺跡遠景（南東方向から）

図20 小 山の神 B遺跡の位置 (1 50.000小諸）

出土遺物

遺物の種類 時期 ー内容

土器・｜淘m~品
縄文； （前期初頭、前期後半） 、弥生 （前期）、

古代、中近刊 （青磁、陶磁器）

縄文前期 （{JJJ[l、磨石、ヰl鍛 、正i匙、正i鋭、

石器 スクレイ パ一、打製石斧、 磨梨石斧、石槍） 、

弥生前期 （石鍬）

金属製品 中近世 （銭貨、キセル、鉄浮）

差が lOmある （図 23）。

遺跡は昨年までに、隣接する南側で、佐久市教

育委員会の調査により、縄文時代前期の土器片や

黒曜石の破片が発見されていた。また、昨年の長

野県教育委員会の試掘調査で、遺跡範囲が尾根頂

部まで広げられた。発掘調査は当初、南北方向の

トレンチによる調査で、調査区南東側において

縄文時代前期の竪穴住居跡 （SBOl）が発見され、

全体を面的に調査することになった。

尾根に連なる縄文前期の集落跡

遺跡は、今から約 6,500年前の縄文時代前期初

図22 縄文時代前期の竪穴住居跡群（人の立つ位置）

つ】11
 



頭の時期から集落がつくら

れ始め、約 1.000年の時を隔

てて、再び集落が営まれた

（図 24）。最初の集落は、北

佐久郡御代田町の塚田遺跡

出土土器に類似する土器を

伴い、 9軒が弧を描くように

並んでいる。すべてが同時

に存在したかは、今のと こ

ろ明確ではないが、ほほ等

間隔に並んでいる点は興味

i菜し、。

また、約 1,000年隔てた

のち、縄文時代前期後半の

神奈川県諸磯貝塚山土土器

からその名が冠された諸JI幾

c式土器を伴う、 5II汗の竪

穴住居跡が検出されている

（図 25）。

集落が営まれた縄文時代

前期は、現在より平均気温

が2℃ほど高く 、日 本列島

が最も祖暖だ、った時期であ

り、 ドングリなどの堅果類

も豊富に採れ、その貯蔵の

ための土坑も掘られた。フラスコ状土坑と呼ばれ

る典型的な貯蔵穴も見つかっている （図26）コ初

頭の時期には、貯蔵穴は住居の外に掘られること

が多かったが、後半になると住居内に取り込まれ

J-L例

＊ 縄文I時代前fl:JI初頭の！笠火住！己；肋；

・ 縄文時代前期後半のl摂穴住伊；肋；
sea I e I 600 

10 20 30m 

図 23 小山の神B遺跡の遺構全体図（1 600) 

図 24 縄文時代前期初頭の竪穴住居跡 （SBOB)

る傾向がみられる。

食料の確保、定住生活の安定を意識し、縄文前

期の竪穴住居に住む人たちは、身近な所に貯蔵穴

を設けたと考えられる。
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図26 縄文時代前期後半のフラスコ状土坑（SK51)

山裾に点在する縄文前期の集落跡

小山の神B遺跡より lkmほど北側の尾根には、

6軒の竪穴住居跡が発見された後沢遺跡があり、

北西に 2.5km先の尾根では、12軒の竪穴住居跡が

みつかった榛名平遺跡がある。それぞれ、小山の

神B遺跡では竪穴住居が背まれない縄文時代前期

中葉の時期を中心とする。

(7）北裏遺跡群

（中部横断自動車道関連）

ノ

所在地及び交通案内・佐久市伴野北裏840 1ほか。

中部横断自動車道佐久南 ICから南西約 0.2km。

遺跡の立地環境・ 干｜品川及び千曲川に注ぐ片貝川左

岸の低地から段丘上にかけて立地する。今年度の

調査は段｜王上（標高 662～ 666m前後）である。

発掘期間等

調査期間

23.7.7～ 8.26 

’－3
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検出遺構・出土遺物

遺構の種類 主包 時期

｛善問、 l 不WJ

遺物の種類 時期

土器・陶磁出・石器 縄文、弥生 （石倣）山代～＂I寸悶

図27 縄文時代前期初頭の貯蔵穴群（調査区北西側）

旧佐久市域で、縄文時代前期の集落跡はこの 3

遺跡、である。いずれも 、尾根にあり 、前期の集落

は、琴科ILiから千曲川に向かつて無数に延びる尾

根に眠っている可能性が高し」

佐久地域の縄文時代前期の人たちの生活を復元

する時、共通の特徴的な立地を有するこれらの遺

跡を併せて検討することが必要である。

図28 4区で検出された溝跡

本遺跡；は平成 19・21・22年と 3巨｜の調査が行

なわれており、今年度が4回目の調査となる。今

年度の調責対象は 4区とした部分である。現在周

辺は住宅と畑が広がっている。

今回の調査では l条の溝跡を検出した。i茸助、は

調査区を東西に横断し、両端ともに調査区外に続

いていた。溝跡からの 11'11土遺物は土器・灰柏陶器・

陶磁器などである。遺物は小片であり、溝跡の時

期を特定することは難しかった。北裏遺跡群にお

いて、4区は遺構の検出が極端に少ない区域であ

り、遺跡の中の位置づけを今後検討する。

-14-



(8）高尾A遺跡

（中部横断自動車道関連）

所在地及び交通案内：佐久市前山宇高尾 893-1

ほか。中部横断自動車道佐久南ICから南約2km。

遺跡の立地環境：八ヶ岳方面から北東にのびる正 図29 高尾A遺跡の位置（1: 50,000小諸）

陵の南東斜面に立地する。今年度調査区の標高 出土遺物

は約 730～ 750m前後にあたる。

発掘期間等

調査期間 調査面積 調査担当者

4,550rrf （本調査 1,500ぱ、｜谷和隆太田i閏
23.4.5～8.29 I I 

確認調査3,050ぱ） ｜市川桂子

検出遺構

遺構の種類 数 時期

ブロック 1 旧石器

柱穴状遺構 5 不明

竪穴状遺構 l 縄文

調査区は北東に伸びる丘陵を約 160mの長さで

北西－南東方向に横断している。

調査区を横断する市道を境に正陵頂部を l区、

正陵斜面を 2区、正陵裾部を 3区と設定した。平

成20年度に当センターによる確認調査で、 2区の

北東部に旧石器時代の遺構が広がることを確認し、

今年度に本格的な調査を行うこととなった。

沢跡に残された旧石器時代のキャンプ跡

2区の調査は旧石器時代の石器の分布が確認さ

れた 16m×8mの範囲と、その周辺に 2m×2m

のテストピット 12ヶ所を設定し、直下から人力

による掘り下げを行った。

その結果、 I～ E層とした暗褐色・黒褐色土か

ら縄文土器片、土師器片、須恵器片等が検出され

たが、上部から流されてきたものと考えられる。

2区の縄文時代以降の包含層の下層から 361点

遺物の種類 時期・内容

旧石器（台形石器、貝殻状刃器、掻器状石
石器 器、削器）、縄文・弥生（石鍛、打製石斧、

磨製石鍛、石錐）

土器
縄文（前期）、弥生、平安（土師器、須恵器）、
中世（青磁）

金属製品類 銭貨（中近世）

の旧石器時代の石器が出土した。出土層位は砂や

小礁を多く含む褐色シルトのN層が中心となる。

石器は沢状の窪地の縁に沿う長さ 17m、幅

7m程度のブロック lか所から検出されている。

器種組成は台形石器4点、掻器状石器2点、員

殻状刃器40点、削器4点、厚刃掻器 1点、石核

2点、剥片 236点、砕片 72点である。石器が二

次的に動いていると考えられるが、磨滅が少な

く、分布にまとまりがあることから移動距離は数

m以内と短く、原位置も沢状地形の窪地内にある

と考えられる。

4点の台形石器は長さ 2.5cm前後で、左右の側

縁に平坦や急角度な剥離、折断の加工が施されて

いる。員殻状刃器は急角度の剥離、折断面、打面

等による側縁と、鋭い素材縁辺による刃部を持つ。

石刃と石刃を素材とする石器は存在しない。

石材はすべて黒曜石である。球頼や爽雑物の状

況から、麦草峠や冷山等の八ヶ岳周辺で採取され

た可能性が考えられる。

石器の特徴から今回発見された高尾A遺跡の石

器群は旧石器時代の姶良丹沢火山灰降灰以前（約

2.5万年以前）の石器群と考えられる。
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また、本調査と並行して確認調査を実施した。

竪穴状遺構 1基と柱穴状遺構 5基を検出し、周辺

からは縄文時代前期の土器片が出土した。

＝－~－＝ー＝u IOm 一一一一一一－ v (I 4巾1
卜一一一一汁一一一一寸 1

－－－~－－，－－－，－~ --;, : iιιず ＇， ', 

2区旧石器時代の地形と石器の分布図 31高尾A遺跡遠景（南より）

(9) 兜山遺跡

（中部横断自動車道関連）

図 30

所在地及び交通案内： 佐久市大沢。国道 141号

線本新町交差点から西約 l.3km。

遺跡の立地環境 琴科山麓から東に伸びる低丘陵

の南側斜面、 標高は 735m前後を測る。

発掘期間等 明らかとなった。

今年度の調査地点は、墳丘等の施設が予想され

る横穴式石室の東側隣接地で、石室から放射状に

トレンチを設定したが、墳丘の盛土や周溝等は確

調査状況図 32

調査担当者

宮村誠二谷和lを

調査面積

340rn" 23.10.4～ 11.21 

調査期間

認、できなカ、っ7こO

遺物はトレンチからも少量出土したが、古墳の

年代を絞り込むものではなかった。本古墳の石室

は佐久地域に分布する横穴式石室の中でも比較的

大きく、今後の調査成果が期待される。

遺構の種類 数 時期

古墳（横穴式石室） 1 古墳

遺物の種類 時期内容

土器・石器 縄文 （土器、打製石斧）、古墳～干I千代 （須虫、器）

検出遺構・出土遺物

兜山遺跡は平成 20年度の発掘調査時に、 古墳

の石材の一部が確認され、未周知の古墳の存在が

16 



(10）大沢屋敷遺跡

（中部横断自動車道関連）

所在地及び交通案内 ・佐久市大沢コ国道 141号線

大沢下町交差点から西約 l.3km。

遺跡の立地環境：千曲川左岸、大沢川が形成した 図 33 大沢屋敷遺跡の位置 （1 50.000小諸）

扇状地上に立地する。標高は 704mをiWJる。

発掘期間等 出土遺物

調査期間 謁査面積 調査担当者

23.9.12～1 1.28 1.880ば 若林卓伊藤友久宮村誠二

検出遺構

遺構の種類 数 時期

円形土坑§lj 1 縄文後期

土坑 8 縄文後期

扇状地上に残された縄文時代後期の土坑群

佐久平西縁部には八ヶ岳から張り出した丘陵が

幾重にもみられる。遺跡は、そうした丘陵の聞を

東流する大沢川が形成した扇状地に立地する。

発掘調査の対象地は、扇状地中央を通る県道

150号線と北寄りを流れる大沢川の聞に位置し、

南北 llOmほどの細長い範囲である。現道と耕地

境により対象地を三分割 し、南から l～3区の調

査区を設定した。

l区と 3区で、基盤となる黄褐色シルト～砂牒

層の直上に堆積した遺物包含層と 、包含層を掘り

込む土坑が確認された。2区は削平のため包含層

が失われており 、遺構 ・遺物とも検出されなかっ

た。

包含層の土器片は縄文時代後期のものが大部分

を占める。また、土器片のなかには、ほとんど磨

滅せず、割れ口がシャープなものもある。遠方ーか

ら長期lにわたって流れてきたとは考えにくく、今

回の調査範囲のからさほど遠くない上流部に、集

遺物の種類 時期内容

士器 縄文 （中期～後期）

石器 縄文 （石倣、廃製・打製1-1斧、剥J"r) 

金属製品 巾jlJ （銭貨）

落肋；など、遺物の供給源が存在すると推測される。

遺構は l 区南端部で 6 基、 3 区北端部で円7f~土

坑夢ljl基・ 土坑2基が検出された。3区の円形土

坑列は 8基が直径 5m強の円形に並ぶ。床や炉跡

は遺存していないものの竪穴住居の痕跡、あるい

は柱のみの構築物である可能性があろう 。

土坑から出土する土器は、包含層出土のそれと

同じ様相を示している。遺構群の時期については、

縄文時代後期にはおさまるものと考えている。

図 34 円形土坑列

円
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(11）前の久保遺跡

（中部横断自動車道関係）

所在地及び交通案内： 佐久市大沢 1629 4ほか。

国道 141号線大沢交差点から南西約 l.2km

遺跡の立地環境 ：千曲川左岸の北八ヶ岳 ・琴科山地

の裾野にある。片貝J11と大沢川の合流点の北斜面

に位置し、標高は約 720mをmuる。

調査期間 ｜調査面積｜ 調査担当者

お4.5～ 7.27 I s.910ぱ ｜藤原直人 市川桂子曳地隆元

検出遺構

遺構の種類 数 時期

竪穴住！再tJl l軒 弥生

土坑 16基 不明

I毒跡 l条 弥生

焼土跡 1基 不明

出土遺物

遺物の種類 時期－内容

土器 ・陶磁探 －石器 ｜ 縄文、弥生（後期）、平安、中世

正陵北斜面で発見された弥生時代の遺構

平成 20年度の確認調査によ って、弥生時代の

竪穴住居跡 l軒、縄文時代の土器集中 lか所や時

期不明の土坑、黒色土の落込みなど3基が確認さ

れ、今回 5,910ぱについて本調査を行った。

図 36 遺構の検出作業

された。遺物は、住居跡や溝跡、またその周辺で

弥生時代後期の土器片が出土している。縄文時代

の土器集中は、土器が少量検出されたが、掘り込

みは極わずかで lcm程であった。後世の造成な

どにより削平を受けていたものと考えられる。そ

の他、中世陶磁器の破片が出土しているが、遺構

は検出されなかったO

調査区の西側 （2区 ・4区）では小河川の氾濫

による蝶層が堆積する。遺構は検出されなかった。

また、南側（3区）の急傾斜地では後世の造成に

よる削平によって、下層の基盤層が露出し遺構は

検出されなかった。

遺構が検出された l区は斜面の傾斜が緩い地区

であり、北側の用地外には同様な地形がみられ、

弥生時代の集落が広がっていることが予想され

る。このことから、今回は弥生時代集落の南端を

調査したものと考えられる。

図 37 竪穴住居跡の掘下げ作業
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(12）三枚平B遺跡

（中部横断自動車道関係）

所在地及び交通案内：佐久市大沢 1360-1ほか。

国道 141号線大沢下町より南西へ約 4kmo

遺跡の立地環境：萎科山麓から東に延びる尾根の

南斜面（片貝川左岸）。

発掘期間等

調査期間 調査面積 調査担当者

23.7.12～8お｜ 900ぱ ｜黒岩隆内堀問

検出遺構・出土遺物

なし

図38 三枚平B遺跡の位置 (1・50,000小諸）

ている様子が、断面で観察された。盛土部分の下

層で、暗褐色土の旧表土と考えられる層が確認で

きたが遺構は検出されなかった。遺物は出土して

いない。地元の方によると、今回の調査範囲の部

分（特に北側）は昭和の初め頃、削平して埋め戻

し、一面桑畑にしたとのことである。近代の耕

今回の調査は狭小な調査区で、トレンチ調査を 作、現代の掘削・盛土により、遺跡は消滅した可

行った。斜面の谷側を中心に最大2mの盛土をし 能性が高いと考えられる。

(13）滝ノ沢遺跡

（中部横断自動車道関係）

所在地及び交通案内：佐久市臼田字滝ノ沢3951ほ

か。県道 141号線美里南交差点から西へ約 lkm。

遺跡の立地環境：北八ヶ岳・琴科山地から東に延

ぴるE陵の北東斜面に位置する。

調査期間 ｜調査面積 調査担当者

23.8.29～ i i.2s I i.sooぱ｜藤原直人太田潤曳地隆元

検出遺構なし

いた確認調査を行った。

その結果、遺構は検出されなかったが、縄文時代

から古代、中近世の土器、陶磁器の破片、石器など

出土遺物 が表土層から出土している。小片ではあるが、 100点

遺物の種類 ｜ 時期内容 ； ｜ 近い遺物が出土していることから、今回の調査区の

土器陶磁器石器｜縄文（石鍛、剥片）、古代、中世 ｜ 西側の小高い尾根状の地区や、用地外ではあるが南

調査区の現況は、畑地跡と未伐採の雑木林地区 に広がる平坦な谷地形上にはそれらの時代の遺構が

である。そのため、今年度は比較的樹木の少ない 存在している可能性が推測される。
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(14）滝遺跡

（中部横断自動車道関連）

所在地及び交通案内：佐久市湯原 961 4ほか。

国道 141号線下小田切を西へ約 lm。

遺跡の立地環境：琴科山東麓から続く尾根の裾部、

片貝川に合流する滝川の支流中沢川の左岸に立

地する。

発掘期間等

調査期間

23.5.19～ 8.17 

検出遺構

遺構の種類

竪穴住居跡

士坑

焼土跡

調査面積｜ 調査担当者

710ぱ ｜黒岩隆内堀団

数 時期

3 古墳前期2、平安 l

2 縄文～平安

1 古墳～＇ Iι安

妻科山東麓の山裾のムラ

遺跡は、和田遺跡がのる尾根の南側裾部に位置し、

調査区東側の緩やかな斜面に、竪穴住居跡が3軒

残されていた。時代別では、古墳時代前期（今から

約 1,700年前）の2軒（SB3、4）、奈良時代初期（今

から約 1.300年前）の l軒（SBl）である（図41）。

古墳時代前期の住居跡2軒のうち、比較的残

りが良い SB4は一辺 4.5mの隅丸方形で、壁は北

西側の一番高いところで床面から約 70cmを測る。

また、壁際に掘られた周溝には 2cm厚の土留めの
はめいた

ための板（羽目板）の痕跡も観察されたO 遺物は

あまり出土しなかったが、出土遺物をみると和田

遺跡より少し新しい時期の住居と考えられる。

奈良時代の住居跡SBlは、後世の住宅建設や耕

作などによって大半が削られていたが、カマドは残
かめ

存していた。カマドやその周辺からは聾などの破片

が出土し、焼土は下部5cmまで厚く焼けていた。

図 40 滝遺跡の位置（1: 50,000小諸）

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

縄文土器（早期後半）、古墳前期（妻、査、蓋）

土器 古代（土師器杯・護、須恵器士不・菱、黒色

土器士不・鉢・皿・盤）

石器 石鎖、磨製石斧、砥石（古墳）

かみたき 主かたき しもたき

滝遺跡のような遺跡立地は、上滝・中滝・下滝遺

跡でもみられる。佐久地域における正陵裾部の土地

利用形態を考慮した遺跡の検討をする必要がある。

,,, 

¥_  

IC-3・ scale 1 :400 
O 5 1Cm 

図 41 滝遺跡の遺構全体図
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(15）和田遺跡和田1号墳

（中部横断自動車道関連）

所在地友び交通案内 ：佐久市湯原。国道 141号線

下小田切交差点、から南西約 l.Skmo

遺跡の立地環境： 千曲川左岸、八ヶ岳の北端から

延びる丘陵の末端部に立地。標高770～725ffio 

発掘期間等

調査期間 ｜調査面積｜ 調査担当者

23.4.5～ 9.3o I 10.000ぱ ！若林卓伊藤友久 宮村誠二

検出遺構

遺構の種類 数 E寺期

竪穴住居跡 4 弥生後期末～古墳初頭

竪穴状遺構 1 不明

土坑 5 不明

塚 1 近出：末以降

図42 和田遺跡の位置 （1 50.000小諸）

出土遺物

遺物の種類 時期内容

土器 ・陶磁器 弥生後期末～古墳初頭、近世末～近代

:.u器 縄文・弥生（石航、京lj片）

金属製品 11 I近世（銭貨）

の弥生時代後期の住居跡が確認されてお り、正陵

南斜面の中腹部に集落域が帯状に延びていたこと

が明らかになった。今回調査範囲と佐久市教育員

会調査範囲との聞には未調査部分が存在するもの

の、弥生時代後期～古墳時代前期初頭の小規模な

丘陵上に営まれた弥生時代後期末～ 集落跡である可能性が高い。

古墳時代前期初頭の集落（和田遺跡、） なお、南斜面の下部でトレンチ調査を行ったが、

佐久平の千曲川左岸部には、八ヶ岳から張り出 遺構・遺物ともに検出されなかった。

した丘陵が幾重にもみられる。和田遺跡はそうし

た正陵のひとつに立地する。丘陵の南には千曲川

支流の片員川が流れる平地が広がっている。

昨年度に行った確認調査では、丘陵の頂部およ

び北側斜面部では遺構・遺物は確認されなかった

ものの、南側斜面中腹部で弥生時代後期と考えら

れる竪穴住居跡が検出された。

それを受けて、本年度、南側斜面中腹部の面的

調査を実施した。その結果、標高 750～747mの

比較的傾斜が緩やかな部分に点在する 4軒の竪穴

住居跡を確認した。いづれも隅丸方形のプランを

有し、出土遺物等から弥生時代後期末～古墳時代

前期初頭に属すると考えられる。

2009年に南西側隣接地で行われた佐久市教育

委員会による発掘調査でも、ほほ同じ標高で 3軒

21 

近世末以降の塚（和田 1号墳）

和田遺跡の一角に、 直径約 20m、高さ 2.5m 

ほどの円形のマウンドが 1基存在しており、これ

が和田 l号墳として登録されている。丘陵尾根主

図43 正陵上に立地する和田遺跡



脈から南東に突き 出した支尾根頂部に位置し、標

高767mを測る。立地や形状から、 竪穴系の埋葬

施設をもっ前・中期古墳の可能性が考えられたが、

調査の結果、近世末以降に築かれた塚であること

がわかった。

調査は、現況地形の測量を行った後、塚頂部お

よび斜面部～外方に発掘区を設定した。盛土は、

締りなく軟らかい暗褐色土で、築成の工程や方法

を窺える状況は認められなし、。盛土中からは、和

田遺跡で検出された住居跡と同時期の土器片のほ

か、銭貨 （紹聖元賓、寛永通賓）や 19世紀の灯

明皿が出土した。最終的に、対象地内の盛土はす

べて除去したが、埋葬施設を含め、内部施設は一

切確認されていない。なお、塚構築U前の遺構は

みつからなかった。

和田 l号墳の南方 lkm、片貝川流域の平地を挟

(16）小山寺窪遺跡

（中部横断自動車道関連）

所在地及び交通案内 ：佐久穂町高野町 2037-1ほ

か。 国道 141号線干曲病院入口より西へ約 800m。

遺跡の立地環境・ 八ヶ岳東麓、干曲川支流北沢川

右岸段丘上の小正陵の裾野。

発掘期間等

調査期間 調査面積 調査担当者

23.4.S～4.28 150ぱ 黒岩｜を内堀田

検出遺構

遺構の種類 数 時期

土坑 13 古代～中世

｛帯跡 1 古代～巾世

本年度は、遺跡北側の 2区に残されていた鉄塔

部分のみの調査となった。昨年、一昨年度の調査

区から延びる溝跡 1条が発掘され、 l本の溝とし

-22 

図44 和田 1号墳

んだ対岸の尾根上に田島塚が存在する。田島塚は、

奈良時代後半以降に築かれた塚に、近世末～近代

頃、再び盛土を施したことが明らかになった （平

成20年当センター調査）。 和田 l号墳の性格究明

は今後の課題であるが、この田島塚との関係には

注意する必要があろう 。

図 45 小山寺窪遺跡の位置 (1

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

土器 ｜縄文

てつながった0

4年間の発掘調査で、古代～中世の竪穴建物跡

24基、掘立柱建物跡 15棟、土坑約 1890基、溝

跡 17条、および、中近ー世の水田跡を検出した。

南佐久地域の山間地にも古代、中世の集落が広

がっていたことが明らかになった。それぞれの遺

構の性格、構築年代等について、今後研究すべき

課題は残されている。



皿 本格整理作業遺跡一覧

遺跡名 所在地 事業名 整理の内容（作業） 整理中の主な成果

縄文土器・分類・集計、抽出土
せんた

器台帳作成、土器復元、遺物実 本文参照千田
測、遺構2次原図作成。

中野市
千曲川替佐・

か川わ久〈保ぽ ・み宮やお沖き 柳沢築堤 遺物実測、遺構・遺物トレース。
本文参照

計測台帳作成。

や柳とさ沢さわ 報告書刊行。 本文参照

み南生み曽そみ峯担 長野市 報告書刊行。 本文参照

北陸新幹線

沢きわ田だ鍋伝べっ土ちほか 中野市
土器の分類、接合、実測。遺物・

本文参照
遺構図版の作成。

天竜川左岸において、中世の城とその限
井い戸ど端ばたほか 飯田市 飯喬道路 報告書刊行。 下に点在する中世集落とを把握すること

ができた。

八幡地区は古代更科郡街推定地として知

東係ほか 千曲市
一般国道 18号

報告書刊行。
られ、今回の調査で古墳時代終末より中

坂城更埴バイパス 世に至るまでの約 1.000年間の遺跡変遷を

とらえられた。

浅間山麓の回切り台地に立地する遺跡で、

遺構図修正、デジタルトレース。
古墳時代前期と平安時代後期を主とする。

ち近か津っほか 平安時代の住居跡、は散漫な分布で南東隅
遺物選別、接合、復元、実測。

にカマドを構築するという共通性がみら

れる。

に西し近ちか津っ 遺構図修正、デジタルトレス。
本文参照

遺物選別・接合、復元、実測。

濁り川｜右岸の微高地上に立地する遺跡で、

弥生時代後期の集落跡と墳墓跡と奈良・

佐久市 中部横断自動車道 遺構図修正、デジタルトレース。
平安時代の集落跡、でどちらも密集する。

周すt防まう畑Ifた
遺物選別・接合・復元・実測。

奈良・平安時代の遺物には獣脚風字硯や

須恵器薬壷、土師器鉄鉢形土器、則天文

字と考えられる墨書土器などがある。佐

久郡街との関連も考えられる。

にしいち里りづか
報告書刊行。 本文参照西一塚ほか

湯川右岸の低位段丘上に立地する。弥生
も森りだ平いらほか 土器接合ほか。 時代中期後半の集落跡。比較的短期間に

営まれたと考えられる。
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( 1)柳沢遺跡・干田遺跡・川久保遺跡 ・宮沖遺跡

（千曲川替佐 ・柳沢築堤関連）

干田遺跡

遺跡は中野市（旧豊田村）豊津に所在する。

JR飯山線替佐駅付近から干曲川の聞に広がる集

落遺跡である。平成 14・15・17・18. 19年度に

発掘調査をした。今年度は、 8区以外の全調査区

から出土 した遺物の分類・ 集計・抽出、 全調査区

の住居跡以外を対象とする二次原因作成を中心と

した遺構図面整理、8区を 中心とする土器復元、

遺物実測等の作業を行った。

遺跡の変遷 調査区全体で最初に居住が始まった

のはもっとも上流側に位置する 6区で、縄文時代

前期初頭土器がややまとま っている。これ以降、

縄文時代前期末葉までの土器は 1～ 5区に散見さ

れ、 8区には前期後葉の住居跡 l軒がみられる。

縄文時代中期前葉には斑尾川に近い 12区に住居

跡 l軒があり、 中葉以降8区に継続的な集落が営

まれる。

8区の集落は縄文時代中期中葉 （大木 8a式期）

8軒、後葉 （大木8b式期）36軒、末葉 （大木 9式期）

3軒と推移し、末葉には I～ 5・7区の大半が廃棄

場となる。廃棄場には後期中葉までの遺物が含ま

れる。この地区で住居跡は確認されてお らず、調

査区西側に居住域が広がっていると推定される。

縄文時代後期前葉には 5区東側が墓域となり、

中葉には 9区に小規模な配石遺構が現れる。縄文

時代晩期終末頃には 12区に土坑がみられる。

弥生時代には 7区に中期後半土器を伴う 土坑 1

基があり、後期前半には 8・9区で住居跡 8軒の

集落が営まれる。後期後半には 12区で住居跡 2

軒がみられる。古墳時代後期には 12区に住居跡

16軒、 8区に 3軒、 I区に l軒がみられる。古代

では 5区に奈良時代後半の住居跡 l軒がある。

中世以降は 5・8・12区で集落跡が検出され、

斑尾川に沿う低地の 10区には洪水堆積層を挟ん

で重層する水田 ・畑跡が広がっている。

広大な調査区は、時期を異にして地点を変えな

がら、連綿と生活の舞台となっていた状況が明ら

かとなった。

多出した土偶の様相 全調査区から出土した土偶

は、未接合の状態で約 240点に上った。このうち

縄文時代中期の住居跡 53軒を検出した 8区出土

分は 195点を占める。これだけでも縄文時代中期

土偶としては長野県内で l遺跡最多出土例とな

る。完形品はみられず、接合例は 10例足らずに

とどまる。形態がわかるものは大多数が板状土偶

に属し、頭部は河童形に属すものである。比較的

大形品は短い両脚を付け、小形品は三角形状の胴

下部をやや厚く作るか、そこに足先を付けて立像

としている。背面には輪郭に沿う隆帯、小形品で

は沈線を施すものが多い。

廃棄場の石器 1～ 5区では、 5区東側を除いて、

広い廃棄場が検出された。特に千由川に近い急傾

斜面に形成された 4区では 2mを超える堆積層が

形成され、縄文時代中期末葉を主体に多量の遺物

が出土した。石核・剥片類を除いた石器は約 4,000

点に上 り、 8区の約 3,300点を上回る。石鎌・打

製石斧 ・磨石類が多数を占める器種であるが、注

目されるのは大形の円蝶と板状礁に磨面を有する

台石の多さである。半分以上遺存するものは l割

足らずで、 大部分は小破片となり、被熱したもの

が多い。石鍛 ・スクレイパー・石錐は大部分が

チャート製で、拳大から鶏卵大の原石・石核が大

量に出土している。千曲川から採取される豊富な

石材を利用した、道具の製作と食料生産活動が推

定される。

図 46 縄文中期中葉土器
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川久保・宮沖遺跡

遺跡は中野市（旧豊田村）の千曲川・斑尾川合

流地点左岸に位置し、合流地点付近が川久保遺跡、

その斑尾川上流側の JR飯山線以北が宮沖遺跡で

ある。両遺跡は川沿いに連続して広がる遺跡で、

内容的にも類似する。発掘調査は平成 16年～ 19

年度に実施し、平成 21年度から整理作業に着手

した。本年度は遺物実測と遺構・遺物トレース、

各種計測台帳の整理を中心に行った。

遺跡概要は前年度年報にも掲載したが、弥生時

代中期後半頃から本格的な利用が始まり、古墳時

代前期まで千曲川沿いは水田域などの生産域中心

に利用されている。そして、古墳時代後半～奈良

時代、平安時代は千曲川沿いまで集落域が拡大し、

中世以後は集落や水田・畑地域として連続利用さ

れている。

本遺跡は千曲川・斑尾川に隣接した立地から、

弥生時代以後の川沿いの土地利用と、千曲川洪水

のようすが知られる遺跡である。来年度、報告書

を刊行する予定である。

干曲川・斑尾川の洪水痕跡 本遺跡は川沿いに立

地する環境から、千曲川・斑尾川の浸食地形や洪

水土の堆積といった洪水痕跡が認められた。浸食

地形は千曲川と斑尾川の合流地点付近の川久保

1・2区にあり、本流が流れ込んで削ったと思わ

れる巾 10～20m前後の谷状の窪地である。断面

U字状で川側から入って段正側先端が立ち上が

る。

調査では弥生時代中期後半～後期初頭、古墳時

代後期～平安時代9世紀間の所産が確認され、い

ずれも場所が重なる。後述する洪水土を堆積させ

る洪水とは異なるタイプの洪水と思われる。流れ

の速い水流が流れ込んでいると思われるが、詳細

な生成過程は明らかにしえなかった。なお、この

古墳時代後期～平安時代の洪水は千曲川上流域で

見つかっている仁和 4年（888）に比定されてい

る9世紀末頃の洪水とは異なる可能性がある。

堆積土層は、千曲川沿いの川久保遺跡で数多く

認められた。千曲川系の洪水土は細砂～シルトを

主体とし、斑尾川の洪水土は数少ないながらパミ

スや礁を混じる土石流として捉えられるものが多

い。分布も斑尾川沿いや斑尾川旧河道跡窪地内に

分布する。

千曲川の洪水土は川久保遺跡で厚く認められ、

特に中世～近世にかけては水田跡や畑跡を埋める

薄い洪水土層が何枚も確認できた。一方、中世よ

り古い洪水土層は枚数が限られ、詳細な洪水の様

相は不明である。

本遺跡で時期がある程度特定された洪水土層は

弥生時代中期後半～後期初頭、古墳時代前期、（古

墳時代後期）～平安時代前期がある。中世以後で

は鎌倉時代、江戸時代後半期に多くの洪水土層が

捉えられた。一方、弥生時代中期、古墳時代後期

～奈良時代、平安時代末、室町時代～江戸時代前

期では洪水土層の堆積が少なく、あまり良好な水

田遺構は遺存していない。

一方、斑尾川の洪水土は、河岸段丘上にある川

久保遺跡において、礁を巻き込む土石流として認

められた。調査で捉えられた土石流は、現段正形

成以前と思われる縄文時代、 2～4区の河道跡状

の窪地地形内の弥生時代中期以前、古墳時代前期

の3枚がある。隆起する地形にあって時代を追っ

て分布範囲は狭くなる。

なお、弥生時代中期後半、古墳時代後期～奈良

時代、平安時代前期～後期、平安時代末～鎌倉時

代前期、近世前期では川久保 1・2・4区といった

千曲川に面した沿岸域でも居住遺構や活動痕跡が

みつかっており、上記の洪水土の堆積が少なかっ

た時期にあたることが知られる。

環境変化を語る遺跡 以上のように本遺跡は川沿

いに立地することで、時代毎のさまざまな洪水痕

跡が残されていた。それらの痕跡から時代毎の洪

水発生の多寡があることが窺える。こうした洪水

の影響の受け方は、本遺跡のある場所の土地の隆

起や段正形成も視野に入れなければならないが、

近年注目される気候環境と関わると思われ、環境

と人間の活動を考える上でも貴重な資料を提供で

きると思われる。
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柳沢遺跡

柳沢遺跡は中野市柳沢に所在する。平成 18～

20年度に発掘調査、 21～23年度に整理作業を実

施した。今年度は写真撮影・図版組・原稿執筆・

報告書の編集作業を行い、報告書を刊行した。以

下に要点を記すが、詳細は本報告を参照されたい。

弥生時代中期の遺構は南部から順に水田跡（生

産域）、青銅器埋納坑（祭杷域）、磯床木棺墓群（墓

域）、竪穴住居跡群（居住域）に分かれ点在する。

水田跡 l～3区に位置する。中期の水田跡と

水田に水を掛け流すための水路と考えられる 3・

25・45号溝跡を検出した。 3・45号溝跡からは栗

林2式古段階（石川 2002）、 25号溝からは吉田式

が出土する点から該当地区の水田は栗林～吉田式

期に水路をっくり変えながら継続して存在した可

能性が高い。

青銅器埋納坑 4A区に位置する。埋納坑に直接

伴う上屋構造や祭壇等の施設は確認されなかっ

た。 3区水田跡から 7区谷までの約 90mの範囲

は青銅器埋納坑と墓域を除いて遺構の空白地帯と

なる。

墓域 6A区と 7B区の 2か所に位置する。墓制

は両者とも磯床木棺墓である。両墓域の聞には 7

区の谷が存在する。両墓域は、墓域の規模や構造

が異なり、 7区の谷を境に両者は異なる集団の墓

域として認識されたと考えられる。

6A区墓域では周溝に固まれて 18基の墓が確

認された。特に l号墓は規模が長軸 250cm以上を

有し、管玉の量も 101点と多く、中部高地の当該

期の墓としては最大級、管玉の量も最多となる。

墓域内における墓の配置をみると、まず中央に l

号墓を南北軸に合わせてっくり、その四辺にこれ

に合わせて墓を構築し、次第に 1号墓を囲む様相

になったと考えられる。

本墓域の造墓開始について、周溝から出土する

土器に栗林2式古段階が多く、遺跡内で栗林 l式

期の遺構が確認されない点から栗林2式古段階期

と考えた。

7B区の墓域では 2基の墓を確認した。周溝を

伴わず、副葬品も検出されていない。

竪穴住居跡群 9B～ lOA区と 13区で確認され

た。前者では 46・49号住居跡・土坑・溝跡群が

検出された。後者は 50・52号住居跡がある。両

居住域は 80m離れており、谷地形により明確に

分離される。 7区の谷から 11区の谷までは平坦

部が続いており、 7区墓域と 9B～lOA区の居住

域で墓域と居住域の一つの単位を構成したと考え

たい。

青銅器の埋納時期について 青銅器は埋納坑内外

で銅鐸5点、銅文8点が出土した。銅鐸について

は1・2号が外縁付鉦l式、 3・4号が外縁付鉦2式、

5号が外縁付鉦2式～扇平鉦式古段階と考えられ

る。銅文については 1号が九州型の中細形C類、

2～8号が近畿型 I式と考えられる。

13点の青銅器は型式的にみると全て畿内E～

町様式にかけて製作したと考えられる。青銅器の

埋納時期については、遺構上面のVI層出土土器の

時期も考慮すれば、埋納時期も栗林式および吉田

式に併行する畿内町様式およびV様式の一部に収

まる可能性が高い。

6A区墓域を形成し青銅器を埋納した集団 該当

集団については柳沢遺跡の近接地域に想定するこ

とが難しい状況にある。現状では仮説として 2案

を提示する。 A案、長野盆地北部（現中野市域）

に点在する集団の代表を被葬するための墓域を形

成し、各集団が所有した青銅器を埋納した。中核

となる集落は長正・高丘丘陵に位置する栗林遺跡

となる。 B案、長野盆地全体に点在する集団の代

表を被葬するための墓域を形成し、各集団が所有

した青銅器を埋納した。中核となる集落は千曲川

河東地域の松原遺跡となる。

両案とも拠点集落にともなう集落がどの程度存

在したのかを具体的に絞り込むことができない。

柳沢遺跡に墓域と青銅器の埋納場所を選んだの

は両案とも共通で、長野盆地における地理的境界

として位置づけられ、遺跡背後にそびえる高社山

が景観的に優れている点をあげたい。

参考文献：石川旧出志2002「栗林式土器の形成過程Jw長

野県考古学会誌J99・100
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沢田鍋士遺跡・立ヶ花表遺跡・立ヶ花城跡

上記3遺跡は中野市立ヶ花 ・立ヶ花表に所在す

る。沢田鍋土遺跡（平成 17・20・21年調査）で

は奈良時代の竪穴住居跡（須恵器工房跡） 6棟、

縄文時代 ・中世などの粘土採掘跡が検出された。

立ヶ花表遺跡（平成 19・20年度調査）では奈良

時代の須恵器窯跡3基が検出された。この他両遺

跡からは原位置は保っていないが、ナイフ形石器

などの旧石器時代の石器が出土した。立ヶ花城跡

（平成 18年度調査）では、調査対象地内では城郭

に関わる遺構、遺物は確認されていない。

本年度は、土器の分類、接合、各種遺物の実i則、

遺物 ・遺構図版の作成をおこなった。また、縄文

土器および須恵器の胎土分析、遺構出土の炭化物

の年代測定を実施した。

沢田鍋土遺跡では、 縄文時代後期の粘土採掘跡

から堀之内 1式、 南三十稲場式土器が主体的に出

土した。須恵器工房跡では土師器の脚部 (l・ 2）、

金属器模倣の椀（3・4）、浅鉢形斐（鍋） (5）、円

筒形土製品（6）などが出土した （図48）。 これ

らは、当該期の周辺遺跡ではあまり確認されてい

ない器種である。県内外の類例をあたることによ

り、沢田鍋土遺跡の須恵器生産の在り方を考える

うえで、重要な資料となると考えている。

竪穴住居跡より窯体片が複数確認されており、

恵器窯との関わりを示す資料として注意される。

立ヶ花表遺跡では須恵器大童を焼いた窯跡が確

認されている。大形斐の破片が多数出土している

が、焼成時に生 じた歪が著しいこともあり、残念

ながら器形を復元できない。

平成 25年3月に上記 3遺跡の報告書を刊行す

る予定である。

(2）南曽峯遺跡・沢田鍋土遺跡ほか

（北陸新幹線関連）

また、

須

南曽峯遺跡

本遺跡は長野市豊野に所在する。平成 17～ 19

年度に発掘調査を行った。

3か年にわたる発掘調査の結果、 旧石器時代の

ブロック3か所、際群 2か所、平安時代の竪穴住

居跡2棟、掘立柱建物跡とみられるピット群、中

世の土坑、縄文時代～平安時代の遺物を包含する

自然流路跡な どが検出された。自然流路跡では弥

生時代中期と平安時代の遺物が多量に出土した。

旧石器時代の石器群は出土層位により概ね2時期

に区分され、上層石器群 1803点、下層石器群 604

点となる。この他、後世の遺構から出土した原位置

をとどめていない剥片を含めると 2.400点を超える

石器群となる（図47）。ナイフ形石器の石材は黒曜

石が主体を占め、蛍光X線分析による産地推定の

結果、上層は和田鷹山群、下層は諏訪星ヶ台群が主

体となることが明らかとなった。また、下層のナイ

フ形石器は横長剥片を素材とし基部に調整加工があ

る特徴的な形態である。43個体の接合資料が確認

できたが、ナイフ形石器、掻器などの定形的器種の

接合例がなく、これらの石器が遺跡（ブロック）外

から持ち込まれた物であることが確認できた。

この他、弥生時代中期後半栗林 I式から E式古

段階のまとまった資料が出土した。また、自然流

路内の埴輪片や円礁の出土状況から、破壊された

古墳の存在の可能性が指摘できる。
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図47 旧石器時代石器出土状況 沢田鍋土遺跡出土土器 （S= 1 : 8) 図 48
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析結果では鉄 （Fe）の存在量が多く、「べんがらj

であると推察される。こうした結果から「ベんが

ら」が弥生時代から古墳時代にかけて集落内に原

料として持ち込まれていたこと 、平安時代には文

書業務において使用されていた可能性が高まっ

た。

巡方の線状金属 平安時代の石製腰帯飾具である

巡方の裏面潜り穴 1カ所内に、径 0.2mm程度の

極細い線状金属が残存していた。断面円形で両端

は切断された状態である。この金属についても蛍

光X線分析を実施 した。その結果、金属の主成

分は Ag（銀）であり 、Fe（鉄）、 Au（金）の存

在も確認された。このことから線状金属は銀線で

あり、巡方は極細い銀線を用いて革（腰帯）へ装

着していたことが明らかとなった。

科学的な分析はこれ以外に花粉分析、種実や樹

種の同定、放射性炭素年代測定、須恵器胎土分析、

鍛冶関連資料分析などを実施または実施予定であ

る。また指導者を招聴して出土骨の同定や計測も

実施している。今後は考古学的成果を中心として、

科学的に得られた様々な情報を総合していく作業

を経て、縄文時代から中世鎌倉時代まで断続的に

続いた大集落跡の調査成果を報告するよう努めて

いくこととしたい。

(3）西近津遺跡群

（中部横断自動車道関連）

今年度の整理 整理作業は 21年度より継続 して

いる。遺物については縄文時代、弥生時代の土器

接合が終了し、実測作業を進めた。古墳時代以降

の土器接合を継続して実施している。下半期には

石器の分類も行った。遺構については縄文時代、

弥生時代の図面修正、 デジタルトレースをほぼ終

了し、古代遺構について同作業を進めている。

古代の赤色顔料 遺物の科学分析業務は専門業者

に委託している。ここでは赤色顔料及び金属に関

する科学分析成果を中間報告する。

年報 24(2007）で紹介した、平安時代の銅製

私印の印面には押印した当時の赤色顔料が残存し

ていた。赤色部分に対する蛍光 X線分析結果で

は鉄（Fe）の存在量が多く、赤外分光分析結果

では酸化第二鉄（Fe2Q3）所謂「べんがら」起因

のピークが確認された。また同時期の灰紬陶器碗

を再利用した赤墨硯2点に付着した赤色顔料に対

する蛍光 X線分析でも、鉄 （Fe）の存在量が多

い結果が出たO

このほか、弥生時代後期や 7世紀代の住居跡出

土の、赤く発色した土塊についても蛍光X線分

3 

4 

(1:3) 

＼ 

。
＼

一

赤色顔料やJ・1'i':HI分

~ 
門
判
川
川
け
U

!Ocm 

3赤墨硯（SB0073)
4赤墨硯（1区撹乱）

2 

1銅製私印（SB4001)
2石製II要併飾具（SB0121)

科学分析を行なった資料

-28-

。cm

図49

(2:3) 。



(4）濁り遺跡 ・久保田遺跡・西一里塚遺跡群

（中部横断自動車道関連）

標記の 3遺跡、について、報告書作成のための整

理作業を平成 21年度から進めており、 3月に報

告書を刊行した。今年度の主な作業内容は、全体

図 ・遺構トレース図の作成、遺物の実測・トレー

ス・台帳作成・写真撮影、鉄製品の保存処理、図

版組 ・原稿執筆、報告書の編集作業などである。

濁り遺跡・久保田遺跡 両遺跡は別の遺跡名称と

なっているが、 一連の遺跡、としてとらえられる。

このうち遺構が検出されたのは濁り遺跡の範囲内

であり、掘立柱建物跡 2棟と溝跡 l条、土坑 23

基である。し、ずれも 9世紀後半に位置づけられる。

検出された遺構は少なかったが、 墨書 ・実iJ書土

器が溝跡を中心に計 57点出土している。 しかも

「八」と記されたものが45点と大半を占めている。

「入」または「人」と書かれたものである可能性

が高いが、あるいは「〈」という記号墨書の可能

性も否定できない。いずれにせよ、本遺跡を特徴

づける墨書 －実lj書である。

西一里塚遺跡群 本遺跡群は、低地、微高地、流

れ山残丘という多様な地形の上に営まれていた。

低地で、は平安時代～近世以降の水田跡計4面を検

出した。弥生時代の調査面では水田跡は検出され

ず、溝跡や木材j留まりが確認された。微高地上お

よび流れ山上で、は弥生時代中後期の竪穴住居跡や

後期の周溝墓、木棺墓、土器棺墓が構築されてい

た。平安時代以降の溝跡等もみられるが、弥生時

代中 ・後期の集落域および墓域が展開する遺跡で

あることが分かった。出土遺物には土器や石器の

ほか、木製品が多量に検出されたことが特筆され

る。弥生時代のものとしては鍬身、鍬柄、木鎌な

どの農具や破風板などの建築部材、樋などの施設

部材などがある。古代以降のものには建築部材、

形代、斎串などがみられた。佐久地方の弥生時代

の木製品の出土事例は少ないため、貴重な資料で

ある。

整理作業の過程で西一里塚遺跡群出土の鉄製品

図 50 木製鍬身

3点の保存処理を実施した。

このうちの鉄剣は、円形周溝墓 SM14の主体部

から出土したものである。全長33.4cm、身l幅3.9cm、

身厚 0.9cmを測る。目釘孔が茎尻に lヶ認められ

る。木質の付着が認められ、針葉樹製の鞘に入れ

られていたことも明らかとなった。

図51 鉄剣

鉄釧は木棺墓 SM07から出土し、 9段の螺旋型

とみられる。9段の残存幅は 7.2cmを測る。外面

には繊維痕が認められたが、これは絹であること

が判明している。この木棺墓には被葬者の歯が検

出されたため、茂原信生京都大学名誉教授に鑑定

をお願いした。その結果、性別は不明だが、10

代前半の若い遺体であることがわかった。鉄釧を

装着した被葬者保を探るひとつの知見を得ること

ができた。

また、平成 21年度に記者発表した土偶形容器

については、その名称を再検討した結果、蔵骨器

としての十度能が形骸化していることなどから 「人

形土器」として報告することになった。その経緯

については報告書を参照し冶ただきたし」

これら 3遺跡については、中部横断自動車道に

伴い発掘調査された遺跡としては最初の報告書と

して刊行することとなった。
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IV 普及公開活動の概要
( 1)展示会・講演会

① 長野県埋蔵文化財セ ンター速報展

「長野県の遺跡発掘 2011」

主 催．長野県埋蔵文化財センタ 一、 長野県立歴

史館、長野県伊那文化会館

＜長野県立歴史館会場＞

会 期 ：平成23年3月12日（土）～5月 15日（日）

来館者： 10.138名

内 容 ：中野市千田遺跡出土の縄文時代の土偶

100点を はじめ、平成 22年度の調査 ・整理遺

跡のうち 16遺跡430点を展示公開した。

0遺跡調査報告会 3月 19日 （土）

遺跡報告 地家遺跡他 2遺跡と遺跡 トーク

個別遺跡報告に加え、座談会形式の遺跡 トー ク

も実施した。聴講者 62名

。講演会 ：4月24日 （日）

演題 ：「土偶とは何か」

講 師：小林達雄園皐院大皐名誉教授

聴講者 155名

。ギャラ リー トー ク （展示解説） 3回

遺跡調査報告会「中世寺院の風景（佐久市地家遺跡）」

小林達雄先生講演「土偶とは何か」

伊那文化会館「新県宝 社宮司遺跡出土六角木憧」

＜長野県伊那文化会館会場＞

会期平成 23年 7月7日（木）～ 7月31日（日）

来館者 ：872名

内容歴史館と 同様の巡回展示に加え、伊那市

創造館所蔵品の縄文土器を展示した。

0遺跡調査報告会 7月 10日（日）

遺跡報告 東候遺跡他2遺跡と遺跡 トーク

聴講者 45名

。ギャ ラリートーク （展示解説） 3回

② 「写真でみる長野県の遺跡発掘 2012」

会場 ：しなの鉄道屋代駅干曲市民ギャラリー

会期 平成 24年 2月27日（月）～ 3月4日（日）

内容速報展のプレイベントと位置づけ、屋代

駅構内で写真パネルを中心に展示した。

共 催 ：長野県立歴史館、千由市教育委員会

③ 長野県埋蔵文化財センター速報展

「長野県の遺跡発掘 2012」

主 催 ：長野県埋蔵文化財セン タ一、長野県立歴

史館、長野県伊那文化会館

会場 ：長野県立歴史館

会期 ：平成24年3月17日（土）～5月13日（日）

内 容 主に今年度調査 ・整理した20遺跡と町村

の調査資料（箕輪町 1遺跡、山形村 l遺跡）の

出土品約 450点を展示公開した。

0遺跡調査報告会 3月24日 （土）

遺跡報告小山の神 B遺跡他 4遺跡と 座談

会形式の遺跡ト ーク 聴講者 107名

（伊那文化会館では7月28日～8月19日開催予定）

ハuqu 



(2）現地説明会

県教育委員会と の共催事業として、6遺跡で実

施した。参加者は延べ 814名であった。

① 浅川扇状地遺跡群（長野市）

第 l巨I 9月 4日（日） 235名晴

第2回 10月15日（土） 93名くもり

第 l回は古墳時代から平安時代の竪穴住居跡な

どを中心に、第2回は中世の堀跡を主に見学いた

だいた。地元の方の参加が多くみられ、関心の高

さが伺えた。

説明を熱心に聞き入る参加者 （浅川扇状地遺跡群）

② 鬼釜遺跡・鬼釜古墳（飯田市）

第l回 8月28日 （日） 116 1"r 晴

第2回 11月23日 （水） 84名晴

第l回は縄文 ・平安時代の竪穴住居跡等を紹介

Lた。第2巨lは鬼釜古墳を主に公開した。古墳の

構造等について、熱心に質問する姿も見られた。

③ 高尾 A遺跡 （佐久市）

6月26日（土） 125名 晴

旧石器時代の石器集中 （ブロック）を主に見学

出土遺物の展示風景 （高尾 A遺跡）

いただいたc 佐久地域における、3万年前の石器

を目の当たりする機会として、多くの方の参加を

いただいた。

④ 和田遺跡和田 1号墳、滝遺跡（佐久市）

7月30日（土） 51名晴

隣接する両遺跡を紹介 した。和田遺跡和田 l

号墳では、弥生時代の竪穴住居跡、和田 l号墳を

近倍以降の塚として紹介した。i竜遺跡、は出土資料

と写真．パネルを展示した。

⑤ 小山の神 B遺跡 （佐久市）

11月3日 （木） 110名晴

縄文時代前期の竪穴住居跡、 貯蔵穴を主として

見学していただいた。佐久地域において、この時

期の調査事例は少なく 、関東方面からの見学者も

みられた。なお、前の久保遺跡、大沢屋敷遺跡の

遺物および写真ノfネル展示を併せて行った。

(3）夏休み考古学チャレンジ教室

8月3日 （水）、4日 （木）の2日間、長野市篠

ノ井のセンター施設を公開した。参加者は 186名。

今年度は公開｜時間を午前までとし、遺跡から出土

した土器や石器、記録類の整理作業を見学いただ

いた。また、勾王づくりや遺跡の測量法などの体

験ブースも設置して、参加者に楽しみながら、当

センタ ーの業務を知っていただく機会を設けた。

施設については、所内見学ツアーを新たに実施

し、好評をいただいた。

所内見学ツア （チャレンジ教室）
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v 研修等の概要

(1)講師招聴などによる指導

月 日 所属 職・氏名 指導内容

4月25.26日 圃撃院大挙 名誉教授小林達雄
千田遺跡の縄文時代集落跡及び土器・土

偶等について

5月27・28日 京都大学 名誉教授茂原信生 浅川扇状地遺跡群の出土骨について

8月24日 野尻湖ナウマンゾウ博物館 学芸員 中村由克 柳沢遺跡、の石器・玉類の石材鑑定

京都大学 名誉教授茂原信生

9月14～ 16日 総合研究大学院大学 准教授本郷一美
西近津遺跡群ほかの出土骨について

3月 6～ 8日
技術職員棲井秀雄

濁協医科大学
(3月6日～8日）

10月21日 長野県遺跡調査指導委員会 委 員 笹 津 浩 柳沢遺跡の北陸系土器について

明治大学研究・知財戦略機構 特任教授小野昭

長野県考古学会 会 長 会 田 進

1 0月26日 大阪府立狭山池博物館 館長工楽普通
長野県遺跡調査指導委員会

飯田市鬼釜遺跡等の調査指導

長野市文化財保護審議会 委 員 笹 津 浩

上伊那考古学会 会長丸山倣一郎

11月22日 伊那谷自然友の会 理事松島信幸 鬼釜遺跡の地形・地質指導

1 1月29日 信州大学理学部 教 授 原 山 智 西一里塚遺跡群の石器石材鑑定について

1月13日 長野県遺跡調査指導委員会 委員笹浮浩
柳沢遺跡の弥生時代の墓制と青銅器の埋

納について

1月30日 長野県遺跡調査指導委員会 委員笹i幸浩
銅文と銅鐸が埋納された神戸市桜ケ正遺

跡の位置づけについて

2月 7日 長野県遺跡調査指導委員会 委 員 笹 淳 浩 鬼釜古墳出土遺物の調査指導

2月15日 長野県文化財保護審議会 委員桐原健 南大原遺跡の調査指導

2月21日 長野県小海高等学校 教諭寺尾真純 北裏遺跡群ほかの石材について

2月28・29日 園撃院大挙文学部 教授吉田恵二 周防畑遺跡群ほかの整理指導

長野県遺跡調査指導委員会 委員笹i幸浩

大阪府立狭山池博物館 館長工楽普通

京都国立博物館
保存修理指導室長

村上隆

3月12・13日
奈良文化財研究所

企画調整部長 柳沢遺跡調査指導委員会
難波洋二

明治大学文学部 教授石川日出志

信州大学理学部 教授保柳康一

愛媛大学ミュージアム 准教授吉田広

ヮ“向。



(2）全埋協等への参加

期 日 会議名 開催地 参加者

4月11日 指導主事・専門主事会議 長野市 太田潤

5月17日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会役員会 千代田区
阿部精一大竹憲昭

西i畢宏明

6月16・17日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会 高知市
窪田久雄大竹憲昭

窪田秀樹

7月12日 市町村文化財担当者会議 塩尻市 上田典男贋田和穂

8月 4日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会コンピュータ等研究委員会 和歌山市 大竹憲昭

9月 7～ 9日 埋蔵文化財担当職員講習会 新潟市
上田典男鶴田典昭

西香子

10月19・20日
全国埋蔵文化財法人連絡協議会中部・北陸ブロック秋季連絡

名古屋市
窪田久雄大竹憲昭

~ 、 岡村秀雄

1 0月27・28日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会 白河市 岡村秀雄棲井秀雄

大竹憲昭上田典男

1 1月 9日 市町村埋蔵文化財担当者技術研修会 塩尻市 岡村秀雄綿田弘実

谷和隆

1 1月10・11日 関東甲信越静地区埋蔵文化財行政担当者会議 前橋市 市川隆之

1 1月18日 考古資料保存処理講習会 千曲市 鶴田典昭寺内貴美子

1 1月29日 関東甲信越静地区埋蔵文化財行政担当者職員共同研修協議会 さいたま市 綿田弘実

12月 1・2日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会役員会 千代田区
窪田久雄阿部精一

大竹憲昭

1月21日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会諸経費検討委員会 豊島区 大竹憲昭窪田秀樹

2月23日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会諸経費検討委員会 豊島区 窪田秀樹

(3）研修および資料調査

期 日 参加者 場所 内 ，谷チT・

9月26～ 30日 町田勝則 奈良県 奈良文化財研究所専門研修「自然科学的年代測定法過程」

1 1月14～ 18日 宮村誠二 奈良県 奈良文化財研究所専門研修「遺跡情報記録と調査過程」

1 1月28日～ 12月 8日 三木雅博 奈良県 奈良文化財研究所専門研修「文化財写真過程」

12月14～ 16日 棲井秀雄 千葉県・群馬県 人形土器に関する資料調査

2月 6～ 10日 前田一也 奈良県 奈良文化財研究所専門研修「保存科学III（応急処理）過程」

中野亮一

2月13・14日 谷和隆 神奈川県・青森県 遺構実測支援システムについての関連調査

曳地隆元

2月14～22日 黒岩隆 奈良県 奈良文化財研究所専門研修「地質環境調査過程」

3月 1. 2日
谷和隆

群馬県 旧石器時代石器群に関する資料調査
太田潤

3月 2～ 4日 柳i畢亮 静岡県・神奈川県 弥生時代後期土器、墨書土器に関する資料調査

3月 7～ 9日
町田勝則

新潟県 南大原遺跡に係る資料調査
前回一也

。リ円。



(4）学会・研修会などでの発表

月 日 派遣先 担当者 内 容

4月20日 上山田公民館力石支所 上田典男
力石を語る会講演「力石条里遺跡群の発掘調査成果につい

て」

町田勝則

5月15日 長野県立歴史館 若林卓 長野県考古学会総会埋蔵文化財講演

谷和隆

7月 l日
佐久穂町生涯学習館

藤原直人
いきいき大学講座講演「佐久穂町の遺跡と出土品 旧石器

「花の郷・茂来館」 時代と平安時代の2つの遺跡から 」

7月 9日 大町市文化財センター 贋田和穂 「海の口上諏訪杜と中野市柳沢遺跡、の銅文について」

7月16日 あがたの森文化会館 綿田弘実 あがたの森考古学ゼミナール「縄文時代の墓制について」

7月23日
塩尻市立平出博物館

市川隆之 釜井庵寺子屋塾講演「焼物からみた中世の信濃」
洗馬歴史の里資料館

9月 4日 上田市立信濃国分寺資料館 若林卓 市民講座「中世寺院跡・佐久市地家遺跡の調査成果」

9月10日 長野県立歴史館 町田勝則
森将軍塚古墳館企画展講演会

「長野県宝木造六角宝瞳の造立とその後」

1 0月 8日 飯田市上郷考古博物館 町田勝則 下伊那教育会「考古学講演会」

1 0月21日 小諸市公民館 棲井秀雄 「小諸市の古代遺産一発掘調査の成果から一」

1 1月19日 飯田市上郷考古博物館 若林卓 「二遠南信自動車道の発掘調査から」

1 1月24日 中野市北部公民館 贋田和穂、 「柳沢遺跡からみた長野県の弥生時代」

11月26日 長野県立歴史館
町田勝則 長野県考古学会50周年記念事業

贋田和穂 「信濃の弥生文化を語る」

12月18日 長野県立歴史館
大竹憲昭 冬季展開連行事信濃町住民御招待デー 「世界に誇る日向

谷和隆 林B遺跡、を語る会」

1月29日 長野市朝陽公民館分室 麿田和穂 「柳沢遺跡からみた北信地方の弥生時代」

2月12日 長野市桐原公民館ホール
西香子

文化講演会「桐原神社東遺跡発掘調査結果についてJ
中野亮一

2月26日 飯田市上郷考古博物館 鶴田典昭 「竹佐中原遺跡 日本列島人類文化の起源についてj

(5）市町村・関係機関などへの協力

月 日 依頼元 担当者 協力・指導内容

7月 l日 長野市埋蔵文化財センター
大竹憲昭 職場研修

西香子 長野市浅川扇状地遺跡群の現地視察

8月 2日
長野県立歴史館（下伊那教

町田勝則
長野市榎田・松原遺跡出土磨製石斧の石材原産地の踏査、

育会） 石材の特徴について、ほか

8月 4日 更埴地歴民俗研究会 上田典男 中野市柳沢遺跡の遺物見学

8月11日 長野県史跡「上ノ平城跡」 河西克造
長野県史跡「上ノ平城跡」の発掘調査で出土した遺構等に

ついて

8月19日
横浜市ふるさと歴史財団埋

綿田弘実 柳沢遺跡の縄文時代遺物見学
蔵文化財センター他

8月26日 伊那市高遠町総合支所 河西克造 史跡高遠城跡整備委員会

9月13日 園皐院大挙文学部 ！責田和穂 資料調査柳沢遺跡出土の銅文、銅鐸

A
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月 日 依頼元 担当者 協力・指導内容

9月15・16日 愛媛大学 町田勝則 榎田遺跡出土石斧の資料調査について

9月28日 上久堅公民館 河西克造 鬼釜遺跡、の見学

1 0月14日 上久堅小学校同級会 河西克造 鬼釜遺跡、の見学

10月15日 東京大学文学部
大竹憲昭

佐久市西一里塚遺跡群出土人形土器の見学
棲井秀雄

11月 3日 筑北村考古資料館 柳i事亮 筑北村考古資料館体験体験イベントへの協力

1 1月16日 山形村教育委員会
市川隆之

ヨシパタ遺跡出土の鍛冶関係資料の整理について
柳i事亮

12月 2日 東京大学文学部 棲井秀雄 佐久市西一里塚遺跡群出土人形土器の見学

12月27日 富山大学
上田真 佐久市周防畑遺跡群、中野市柳沢遺跡出土の菊翠製勾玉の

贋田和穂 調査について

2月10日 あいとぴあ臼田 河西克造 佐久市国史跡龍岡城跡保存管理計画策定委員会

2月27日 和田コミュニテーセンター 大竹憲昭 黒曜石展示・体験館運営協議会

3月17・18日 十日町市博物館 綿田弘実 野首遺跡出土の縄文時代中期の土器について

(6）学校関係への協力・指導

期 日 学校名 内容 担当者

4月26日 佐久市立泉小学校 体験学習（発掘作業） 谷和隆太田潤

5月30日 中野市豊井小学校 体験学習（発掘作業） 町田勝則前田一也

5月24日 長野市立山王小学校 講師派遣 柳i事亮

7月26.27日 長野市立犀陵中学校 職場体験 大竹憲昭

8月22日～ 9月 2日 長野工業高等専門学校 インターンシップ 大竹憲昭

長野市立松代中学校 職場体験 大竹憲昭

10月12・13日 長野市立篠ノ井東中学校 職場体験 大竹憲昭

長野市立広徳中学校 職場体験 大竹憲昭

1 0月 6・13日 長野市立吉田小学校 体験学習（発掘作業） 西香子中野亮一

10月14日 篠ノ井西中学校2学年 職場体験 大竹憲昭

(7）資料の貸し出し

貸与先 貸与資料 貸与期間 備考

御代田町浅間縄文 佐久市西一里塚遺跡群、周防
4月22日～ 9月22日

ガラス小玉8点、ヒスイ勾玉l点、
ミュージアム 畑遺跡群出土資料 土製勾玉l点、銅釧3点

東京法令出版 長野市石川条里遺跡出土鍬の
掲載許可 l点

株式会社 装着例写真

附みすず綜合コンサ 佐久市西近津遺跡群3Dレー
掲載許可

地形測量レーザ一計測デー夕、レー

ルタント ザースキャナ計測データ等 ザースキャナ実証実験データ

po 
qo 



貸与先 貸与資料 貸与期間 備考

（鮒信州広告社ぷらざ
佐久市西一里塚遺跡群弥生時

佐久平
代墓壌写真、西近津遺跡群弥 デジタルデータを提供 デジタル写真2枚

生時代大型竪穴住居跡写真

（槻山川出版社
佐久市地家遺跡五輪塔出土状

デジタルデータを提供 デジタル写真l枚
況写真

千曲市森将箪塚古墳 千曲市峯謡坂遺跡、ほか出土品
8月26日～ 10月16日 峯謡坂遺跡遺物25点、東係遺跡遺

写真は 物21点、峯謡坂遺跡写真2点、東傑
館 および写真

7月26日～ 8月12日 遺跡写真2点

中野市上今井区
中野市南大原遺跡発掘写真パ

8月12日～ 8月18日 パネル5枚
ネル

側信州広告杜ぷらざ 西近津遺跡群「大井」刻書土
デジタルデータを提供 デジタル写真l枚

佐久平 器写真

長野県立歴史館
図録「赤い土器のクニ」から

掲載許可
稲穂l、銅鐸l、磨製石包丁2、土器

の弥生時代遺物写真 顔面飾り 2点

中野市千田遺跡調査風景、佐久市北

中野市千田遺跡ほかの調査写
裏遺跡群木桔墓調査風景写真、遺物

信州大学広報室
真

デジタルデータを提供 洗浄作業写真、接合・復元作業写真、

中野市千田遺跡出土縄文土器写真、

埋蔵文化財センタ一発行報告書写真

教育を語る会 飯田市竹佐中原遺跡写真 デジタルデータを提供 全景写真、石器集合写真

長野県立歴史館
中野市柳沢遺跡出土青銅器・

12月10日～ 2月26日
木棺墓出土玉類

長野県考古学会 中野市柳沢遺跡出土資料 デジタルデータを提供
シカ絵土器拓影 l点

銅文集合写真 1点

中野市硲区
中野市琵琶島遺跡発掘調査パ

12月22日～ 12月26日 パネル 4点
ネル

佐久市西近津遺跡群弥生時代
1月24日～ 3月31日

静岡市教育員会 写真はデジタルデータを 弥生時代（赤彩）査・棄など 6点

（静岡市立呂博物館）
土器等の借用と「赤い土器の

提供、 12月26日～ 2月 デジタル写真19枚
クニJ掲載資料ほか

17日

2011篠ノ井イヤー 「考古学チャレンジ教室」風
デジタルデータを提供 デジタル写真7枚

実行委員会 景写真の掲載

長野県立歴史館 中野市柳沢遺跡の関連写真 デジタルデータを提供 デジタル写真4枚

「赤い土器のクニ」掲載写真
県立歴史館所蔵のデユー

長野県立歴史館 長野市篠ノ井遺跡群出土資料
プフィルムをf吏用

写真6枚
等

長野県立歴史館
「赤い土器のクニJ掲載イラ

図録からの転載 イラスト I点
スト

「赤い土器のクニ」掲載写真
県立歴史館所蔵のデユー

長野県立歴史館 長野市篠ノ井遺跡群出土資料
プフィルムを使用

写真4枚
等

新潟市文化財
「赤い土器のクニ」掲載写真

長野市篠ノ井遺跡群出土箱清 デジタルデータを提供 写真2枚
センター

水式土器

（附ジャパン通信情報 佐久市高尾A遺跡現地説明
デジタルデータを提供 A4判4頁分

センター 会資料

戸。円。



貸与資料 貸与期間 備考貸与先

側しなのき書房
中野市千田遺跡出土土偶集合

デジタルデータを提供 写真3枚
写真等

東京大学大学院新領 佐久市西近津遺跡群出土馬歯
試料採取 10点

域創成科学研究科 骨

長野県教育員会事務
佐久市地家遺跡五輪塔出土状

デジタルデータを提供 写真l枚局文化財・生涯学習
況写真

自果

大阪府立弥生文化博 中野市柳沢遺跡銅文・銅鐸出
デジタルデータを提供 写真2枚

物館 土状況写真等

長野県立歴史館
佐久市西一里塚遺跡群出土の

デジタルデータを提供 写真l枚
弥生時代後期人形土器写真

港区教育委員会事務 中野市柳沢遺跡出土「シカ絵
デジタルデータを提供 写真1枚

局図書・文化財課 土器」

円

4
9
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羽 組織・事業の概要

(1)組織

財団法人長野県文化振興事業団

［役員111名

理事長 長野県副知事 副理事長 県芸術文化協会会長 常務理事

理事 県民文化会館長 伊那文化会館長 松本文化会館長 駒ヶ根高原美術館副館長

サイトウ・キネン・フェステイパル松本総合コーデイネータ一 信濃美術館長

監事 2名

事務局 5名
所長

埋蔵文化財センター 38名
副所長（兼管理部長）

県民文化会館 19名
管理部 4(5）名

管理部長課長係長職員臨職

伊那文化会館 15名
調査部 32名

松本文化会館 17名｜ 「髄第l課 14名
課長 主任調査研究員

信濃美術館 26名｜
調査研究員臨職

調査第2課 17名

飯田創造館 6名｜
課長 主任調査研究員

調査研究員

(2）職員（事務系臨時職員を除く） H24. 3. 10現在

所 長 窪田久雄

副所長 阿部精一

管理部長（兼） 阿部精一

炉国恒 管理課長 窪田秀樹
理
寄E 管理係長 西i宰宏明

職 員 戸谷良子

調査部長 大竹憲昭

調査課長 〔第l課〕上田典男 〔第2課〕岡村秀雄

主任調査研究員
〔第1課〕綿田弘実町田勝則河西克造

〔第2課〕贋瀬昭弘市川隆之

調査 〔第l課〕鶴田典昭中野亮一西香子麿田和穂
部 三木雅博古賀弘一前田一也

調査研究員 〔第2課〕上田真藤原直 人伊藤友久若林卓黒岩隆

棲井秀雄寺内貴美子市川桂子谷和隆柳津亮

太田潤内堀田曳地隆元宮村誠二

調査員 〔第1課〕鈴木時夫大津泰智
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(3）事業 経費はH24.3.10現在

事 業名 委託事業者 事業個所 事業内容 経費（千円）

国土交通省 佐久市
発掘作業

中部横断自動車道 整理作業 367.330 
関東地方整備局 北裏遺跡群ほか

報告

一一一一一ー一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一ー一一一一一ーーー 一一一一一一一ー一一一ー－ー一一一一 一一一一一一一一一 一一ーー一一ー一一一

一般国道18号 国土交通省 千由市 整理作業
4,936 

（更埴坂城バイパス） 関東地方整備局 東僚遺跡ほか 報告

一一一一一一一一一一一一←一ー一一一 一一一一一ー一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー一一一一一一一一

一般国道18号 国土交通省 信濃町
発掘作業 8.025 

（野尻バイパス） 関東地方整備局 大道下遺跡ほか

一一一一一一一一一一一一ー一一一一 一一一一一一一一一一一一ー一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一

マプ｛＇主
一般国道474号 国土交通省 飯田市 発掘作業

掘 飯喬道路 中部地方整備局 鬼釜遺跡ほか 報告
90.190 

i東E文三
一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一ー一一一一一ーー一一一一一 一一一一一一一一一一

βx: 

~t: 替佐・柳沢築堤
国土交通省 中野市 整理作業

42,389 理 千曲川河川事務所 柳沢遺跡ほか 報告
事

報 一一一一一一一一一一一←一一一一ー ー一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 ー一一一一一一一一一

業
長野市 整理作業

止にとJ 北陸新幹線 北陸新幹線建設局
沢田鍋土遺跡ほか 報告

26.176 

ー一一一一一一一一一一一一ー一一一一 一ーー一一一一一一一一一一一一一 一ーー一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一一一ー一一一一一一

県道高田若槻線 長野建設事務所
長野市

発掘作業 70,564 
浅川扇状地遺跡群

一一一一一ー一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一←一一一一一一一一ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一

県道豊田中野線 北信建設事務所
中野市

発掘作業 33.477 
南大原遺跡

一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一ー一一一一一一

県道三水中野線 北信建設事務所
中野市

発掘作業 18.375 
琵琶島遺跡

研
専門的知識技術の習得 県教育委員会 奈良文化財研究所 研修 218 

｛｜多

3月：速報展 長野県の遺跡発掘2011長野県立歴史館

8月：速報展 長野県の遺跡発掘2011県伊那文化会館

自 王
速報展など

8月：夏休み考古学チャレンジ教室

事業 2月：屋代市民ギャラリー展

3月：速報展 長野県の遺跡発掘2012長野県立歴史館

随時：遺跡現地説明会
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